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就任のご挨拶

内閣府特命担当大臣 衛 藤  晟 一
えとう　　　　　 せいいち

　この度、第4次安倍第2次改造内閣において、沖縄担当大臣を拝命いたしま
した。
　沖縄政策という重要な課題を担当する大臣として、内閣総理大臣補佐官等を
務めた経験も活かし、地元の皆様のお考えも伺いながら、また、沖縄の歴史を
十分心に刻みながら、沖縄の振興に全力で取り組んでまいります。
　大臣就任以来、既に何度か沖縄を訪問させていただきました。関係者の声を
直接伺い、また、今後の基地跡地利用のモデルケースである沖縄健康医療拠
点の整備が進められている西普天間住宅地区跡地や、沖縄都市モノレールの
延長区間等の視察を通じ、沖縄振興に向けた決意を一層強くしました。
　沖縄は、東アジアの中心に位置する地理的優位性や日本一高い出生率といっ
た潜在力を有しています。また、今後、嘉手納飛行場以南の1,000haにも及ぶ
土地が返還される予定であり、基地跡地の利用はますます重要な課題となって
まいります。
　沖縄が自立的に発展することを目指して、国家戦略として、沖縄振興策を総
合的・積極的に推進してまいります。
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衛藤大臣の沖縄訪問
　衛藤沖縄担当大臣は9月13日、大臣就任後初めて沖縄県を訪
問しました。
　国立戦没者墓苑や大分の塔へ参拝・献花をした後、玉城沖縄
県知事や新里沖縄県議会議長と意見交換を行いました。

玉城知事との意見交換 新里県議会議長との意見交換 大分の塔での参拝・献花

国立戦没者墓苑での参拝・献花
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

防災の話 ～沖縄観光防災力強化支援事業～シリーズ１

　東日本大震災を契機に、沖縄総合事務局では「沖縄防災連絡会」において、テーマごとの各部会を設置し
大規模災害発生時の各種検討を行ってきました。また、平成 29 年 7 月に「沖縄の持続的な発展を支える防
災対応推進会議」を設置し、特に大規模地震・津波災害発生時の初期段階における防災対応に関する課題
に関して、有識者から意見を頂いています。平成 29 年度までは、これらの検討の総括を総務部の一部の防災
担当者と、開発建設部の防災課が行っていましたが、今後もこれらの検討を充実していく必要があり、また、こ
れまで総務部の一部の防災担当者で行っていた自然災害・事故災害などに関する事務と、危機管理（有事対応）
に関する事務に関しても、総合的に対応する必要がありました。そのため、沖縄総合事務局全体の防災・危
機管理の総括を強化・充実するために、「防災・危機管理課」を平成 30年 4月に設置しました。
　今号から、数回に分けて、防災に関する話題を提供します。

１．はじめに

　沖縄県の「沖縄県津波被害調査」（H25.3) によると、沖縄本島において最大 28m の沿岸最大水位の津
波が発生すると想定しています。沖縄の大部分で今後 30 年間に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確率は、
全国的に見ても高い部類に位置されています。
　過去には、1771 年（明和 8 年）の「八重山地震津波」で最大 44m の浸水高さに及んだとの調査結果も
あります。近年、熊本地震や北海道胆振東部地震なども発生しており、沖縄における防災対応の強化は益々重
要となっています。
　沖縄は、特に重要インフラである電力供給施設、石油・ガス燃料備蓄施設、上下水道施設の多くが津波浸
水想定区域内にあります。また、島しょ県であり、東日本大震災などのような大規模災害が発生した場合、陸
上伝いで他地域からの支援を受けることは不可能です。港湾、空港が復旧するまでの間、1 週間から 10 日程
度は、既存の資源（資機材、燃料、食料、水など）での対応が必要となります。

２．沖縄観光防災力強化支援事業

図ー１　沖縄県における津波被害想定

（出典：沖縄県津波被害想定 (平成 24年度 )） ( 出典：地震調査研究推進本部 HP）

図ー 2　今後 30年間に震度 6弱以上の揺れに見舞われる確率分布

　一方、沖縄県の入域観光客数は平成 30年度で約 999 万人（うち外国人約 300 万人）と過去最高を記録し、
今後も増加が見込まれます。また、沖縄県では、観光を県経済のリーディング産業として位置づけており、沖縄
県観光振興基本計画において、令和 3年度の達成目標として入域観光客数 1,200 万人が設定されてます。
　このように沖縄県は有数の観光地ですが、大規模災害が発生した場合、港湾、空港、道路が復旧するまで
の間、観光客が観光地に足止めとなり、観光避難民になることが想定されています。
　大規模災害が発生した場合、観光客も含めた被災者への対応においては市町村が大きな役割を果たすこと
となりますが、沖縄県内の市町村においては、財政力が脆弱なことも背景として、防災用物資の備蓄が全国と
比べて下回っているなど、防災対策の遅れがみられる現状となっております。
　観光客の安全と安心を確保するためには、増加する外国人観光客を含む観光避難民への食料、水、毛布、
災害用トイレの備蓄及び避難誘導看板の設置など、市町村の防災力強化の取組を推進する必要があります。
　このため、地域住民への防災対応を進める市町村に対し、沖縄の観光振興の観点から、観光避難民に対す
る防災対応を支援することにより、安全・安心な観光地の形成を促進します。
主な支援内容
（1）事業主体：市町村など
（2）事業内容：■市町村などが観光避難民に対応するための、食料、飲料水、毛布、災害用トイレの備蓄及

び避難誘導看板の設置など（補助率：9／ 10）
■備蓄などの計画策定など（定額補助）
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

防災の話 ～沖縄観光防災力強化支援事業～シリーズ１

　東日本大震災を契機に、沖縄総合事務局では「沖縄防災連絡会」において、テーマごとの各部会を設置し
大規模災害発生時の各種検討を行ってきました。また、平成 29 年 7 月に「沖縄の持続的な発展を支える防
災対応推進会議」を設置し、特に大規模地震・津波災害発生時の初期段階における防災対応に関する課題
に関して、有識者から意見を頂いています。平成 29 年度までは、これらの検討の総括を総務部の一部の防災
担当者と、開発建設部の防災課が行っていましたが、今後もこれらの検討を充実していく必要があり、また、こ
れまで総務部の一部の防災担当者で行っていた自然災害・事故災害などに関する事務と、危機管理（有事対応）
に関する事務に関しても、総合的に対応する必要がありました。そのため、沖縄総合事務局全体の防災・危
機管理の総括を強化・充実するために、「防災・危機管理課」を平成 30年 4月に設置しました。
　今号から、数回に分けて、防災に関する話題を提供します。

１．はじめに

　沖縄県の「沖縄県津波被害調査」（H25.3) によると、沖縄本島において最大 28m の沿岸最大水位の津
波が発生すると想定しています。沖縄の大部分で今後 30 年間に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確率は、
全国的に見ても高い部類に位置されています。
　過去には、1771 年（明和 8 年）の「八重山地震津波」で最大 44m の浸水高さに及んだとの調査結果も
あります。近年、熊本地震や北海道胆振東部地震なども発生しており、沖縄における防災対応の強化は益々重
要となっています。
　沖縄は、特に重要インフラである電力供給施設、石油・ガス燃料備蓄施設、上下水道施設の多くが津波浸
水想定区域内にあります。また、島しょ県であり、東日本大震災などのような大規模災害が発生した場合、陸
上伝いで他地域からの支援を受けることは不可能です。港湾、空港が復旧するまでの間、1 週間から 10 日程
度は、既存の資源（資機材、燃料、食料、水など）での対応が必要となります。

２．沖縄観光防災力強化支援事業

図ー１　沖縄県における津波被害想定

（出典：沖縄県津波被害想定 (平成 24年度 )） ( 出典：地震調査研究推進本部 HP）

図ー 2　今後 30年間に震度 6弱以上の揺れに見舞われる確率分布

　一方、沖縄県の入域観光客数は平成 30年度で約 999 万人（うち外国人約 300 万人）と過去最高を記録し、
今後も増加が見込まれます。また、沖縄県では、観光を県経済のリーディング産業として位置づけており、沖縄
県観光振興基本計画において、令和 3年度の達成目標として入域観光客数 1,200 万人が設定されてます。
　このように沖縄県は有数の観光地ですが、大規模災害が発生した場合、港湾、空港、道路が復旧するまで
の間、観光客が観光地に足止めとなり、観光避難民になることが想定されています。
　大規模災害が発生した場合、観光客も含めた被災者への対応においては市町村が大きな役割を果たすこと
となりますが、沖縄県内の市町村においては、財政力が脆弱なことも背景として、防災用物資の備蓄が全国と
比べて下回っているなど、防災対策の遅れがみられる現状となっております。
　観光客の安全と安心を確保するためには、増加する外国人観光客を含む観光避難民への食料、水、毛布、
災害用トイレの備蓄及び避難誘導看板の設置など、市町村の防災力強化の取組を推進する必要があります。
　このため、地域住民への防災対応を進める市町村に対し、沖縄の観光振興の観点から、観光避難民に対す
る防災対応を支援することにより、安全・安心な観光地の形成を促進します。
主な支援内容
（1）事業主体：市町村など
（2）事業内容：■市町村などが観光避難民に対応するための、食料、飲料水、毛布、災害用トイレの備蓄及

び避難誘導看板の設置など（補助率：9／ 10）
■備蓄などの計画策定など（定額補助）
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　沖縄県の「沖縄県津波被害調査」（H25.3) によると、沖縄本島において最大 28m の沿岸最大水位の津
波が発生すると想定しています。沖縄の大部分で今後 30 年間に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確率は、
全国的に見ても高い部類に位置されています。
　過去には、1771 年（明和 8 年）の「八重山地震津波」で最大 44m の浸水高さに及んだとの調査結果も
あります。近年、熊本地震や北海道胆振東部地震なども発生しており、沖縄における防災対応の強化は益々重
要となっています。
　沖縄は、特に重要インフラである電力供給施設、石油・ガス燃料備蓄施設、上下水道施設の多くが津波浸
水想定区域内にあります。また、島しょ県であり、東日本大震災などのような大規模災害が発生した場合、陸
上伝いで他地域からの支援を受けることは不可能です。港湾、空港が復旧するまでの間、1 週間から 10 日程
度は、既存の資源（資機材、燃料、食料、水など）での対応が必要となります。

（出典：沖縄県HPより）

出典：消防庁「地方防災行政の現況」（平成 28年災害年報）（平成 30年 1月）
（出典：内閣府（防災担当）・消防庁）

※1　各種の情報は、警戒レベル1～5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

図ー 4　主な備蓄物資の備蓄量の状況（公的備蓄）

図ー 5　備蓄品イメージ

備蓄に関する沖縄県の割合
は、全国平均と比べ
・携帯トイレは約２割、簡
易トイレが約５割
・毛布の備蓄は約１割
・食料の備蓄は米が約４割、
缶詰主食が約４割

※沖縄の数値は備蓄数の総
数。全国の数値について
は、沖縄との人口比で修
正した数値。

　皆さんの家庭では、備蓄食や水、携帯ラ
ジオ、電灯などの防災用品を備えています
か？ ちなみに県内の住民向け備蓄は、住民
の5%×3食×3日分程度しかありません。大
規模な地震が発生すると商店は閉まってしま
うかもしれません。開店していたとしても、
多くの人が押し寄せてすぐに売り切れになる
かもしれません。また、電気や水道が止まっ
てしまい、トイレやお風呂が使えなくなるかも
しれません。そのため、日頃
から、食料や水、水がなくても
使える携帯トイレなどを用意し
ておく必要があります。
　また、非常時に持ち出す物
を揃えておく必要があります。
非常時持ち出しセットは、リュッ
クサックに入る程度のもので、
避難する時に、まず最初に持
ち出すべきものです。非常時
持ち出しセットの中身は、それ
ぞれの家族の人数や家族構成
を考えて、一つにまとめてすぐ
に取り出せる玄関などに保管し
ておきましょう。

水害・土砂災害の
防災情報の伝え方が変わりました。

防災情報はいろいろあるけどいつ避難をすればい
いのでしょうか？
　日本では毎年のように、大雨や台風などによる洪
水や土砂災害、などにより、多くの被害が発生して
います。 平成30年7月豪雨においては200名を超
える死者・行方不明者が発生するなど、各地で甚大
な被害が発生しました。
　一方、気象庁から注意報や警報、市町村から避難
勧告や避難指示など様々な情報が発信されました
が、住民に正しく理解されていたかなど、様々な課
題がありました。
　こうしたことを踏まえ、住民の皆さんが災害発生
の危険度を直感的に理解し、的確に避難行動がで
きるようにするため、避難に関する情報や防災気象
情報等の防災情報を5段階の「警戒レベル」を用い
て伝えることとなりました。
　警戒レベルは、災害発生の危険度が高くなるほ
ど数字が大きくなります。 警戒レベル1から順に住
民の方々がとるべき行動をみていきましょう。
■警戒レベル1は、最新の防災気象情報等に留意す
るなど、災害への心構えを高めてください。
■警戒レベル2は、ハザードマップ等により、災害が
想定されている区域や避難先、避難経路を確認
してください。
■警戒レベル3は、自治体からの避難準備・高齢者
等避難開始の発令に留意するとともに、危険度
分布や河川の水位情報等を用いて高齢者等の方
は自ら避難の判断をしてください。
■警戒レベル4は、自治体からの避難勧告の発令に
留意するとともに、避難勧告が発令されていなく
ても危険度分布や河川の水位情報等を用いて自
ら避難の判断をしてください。
■警戒レベル5は、何らかの災害がすでに発生して
いる可能性が極めて高い状況となっています。命
を守るための最善の行動をとってください。

３．非常時持ち出しセット

トピックス

　一方、沖縄県の入域観光客数は平成 30年度で約 999 万人（うち外国人約 300 万人）と過去最高を記録し、
今後も増加が見込まれます。また、沖縄県では、観光を県経済のリーディング産業として位置づけており、沖縄
県観光振興基本計画において、令和 3年度の達成目標として入域観光客数 1,200 万人が設定されてます。
　このように沖縄県は有数の観光地ですが、大規模災害が発生した場合、港湾、空港、道路が復旧するまで
の間、観光客が観光地に足止めとなり、観光避難民になることが想定されています。
　大規模災害が発生した場合、観光客も含めた被災者への対応においては市町村が大きな役割を果たすこと
となりますが、沖縄県内の市町村においては、財政力が脆弱なことも背景として、防災用物資の備蓄が全国と
比べて下回っているなど、防災対策の遅れがみられる現状となっております。
　観光客の安全と安心を確保するためには、増加する外国人観光客を含む観光避難民への食料、水、毛布、
災害用トイレの備蓄及び避難誘導看板の設置など、市町村の防災力強化の取組を推進する必要があります。
　このため、地域住民への防災対応を進める市町村に対し、沖縄の観光振興の観点から、観光避難民に対す
る防災対応を支援することにより、安全・安心な観光地の形成を促進します。
主な支援内容
（1）事業主体：市町村など
（2）事業内容：■市町村などが観光避難民に対応するための、食料、飲料水、毛布、災害用トイレの備蓄及

び避難誘導看板の設置など（補助率：9／ 10）
■備蓄などの計画策定など（定額補助）

図ー 3　入域観光客の推移

※1整理しました。国や都道府県が出す防災気象情報を、5段階
＜避難情報等＞ ＜防災気象情報＞

【警戒レベル相当情報（例）】警戒レベル

警戒レベル5

警戒レベル2

警戒レベル1

避難行動等 避難情報等

警戒レベル5相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報　　等

これらは、住民が自主的に
避難行動をとるために参考
とする情報です。

（
国
土
交
通
省
、気
象
庁
、都
道
府
県
が
発
表
）

警戒レベル4相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　等

警戒レベル5相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報　　　　等

既に災害が発生している
状況です。
命を守るための最善の行
動をとりましょう。

避難に備え、ハザード
マップ等により、自らの
避難行動を確認しましょ
う。

災害への心構えを高めま
しょう。

速やかに避難先へ避難し
ましょう。
公的な避難場所までの移
動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や、
自宅内のより安全な場所
に避難しましょう。

避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障害のある
方、乳幼児等）とその支援
者は避難をしましょう。
その他の人は、避難の準
備を整えましょう。

警戒レベル4
全員避難

警戒レベル3
高齢者等は避難

災害発生情報

〔市町村が発令〕

※2
※2　災害が発生しているこ

とを把握した場合に可
能な範囲で発令

避難勧告
避難指示（緊急）

〔市町村が発令〕

※3

※3　地域の状況に応じて緊
急的又は重ねて避難を
促す場合等に発令

避難準備・
高齢者等避難開始
〔市町村が発令〕

洪水注意報
大雨注意報等
〔気象庁が発令〕

早期注意情報
〔気象庁が発令〕

水が無くても、
ビニール袋にトイレをして、
固める粉を入れることで、
普通のごみとして
捨てることができる！ 
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　沖縄県の「沖縄県津波被害調査」（H25.3) によると、沖縄本島において最大 28m の沿岸最大水位の津
波が発生すると想定しています。沖縄の大部分で今後 30 年間に震度 6 弱以上の揺れに見舞われる確率は、
全国的に見ても高い部類に位置されています。
　過去には、1771 年（明和 8 年）の「八重山地震津波」で最大 44m の浸水高さに及んだとの調査結果も
あります。近年、熊本地震や北海道胆振東部地震なども発生しており、沖縄における防災対応の強化は益々重
要となっています。
　沖縄は、特に重要インフラである電力供給施設、石油・ガス燃料備蓄施設、上下水道施設の多くが津波浸
水想定区域内にあります。また、島しょ県であり、東日本大震災などのような大規模災害が発生した場合、陸
上伝いで他地域からの支援を受けることは不可能です。港湾、空港が復旧するまでの間、1 週間から 10 日程
度は、既存の資源（資機材、燃料、食料、水など）での対応が必要となります。

（出典：沖縄県HPより）

出典：消防庁「地方防災行政の現況」（平成 28年災害年報）（平成 30年 1月）
（出典：内閣府（防災担当）・消防庁）

※1　各種の情報は、警戒レベル1～5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

図ー 4　主な備蓄物資の備蓄量の状況（公的備蓄）

図ー 5　備蓄品イメージ

備蓄に関する沖縄県の割合
は、全国平均と比べ
・携帯トイレは約２割、簡
易トイレが約５割
・毛布の備蓄は約１割
・食料の備蓄は米が約４割、
缶詰主食が約４割

※沖縄の数値は備蓄数の総
数。全国の数値について
は、沖縄との人口比で修
正した数値。

　皆さんの家庭では、備蓄食や水、携帯ラ
ジオ、電灯などの防災用品を備えています
か？ ちなみに県内の住民向け備蓄は、住民
の5%×3食×3日分程度しかありません。大
規模な地震が発生すると商店は閉まってしま
うかもしれません。開店していたとしても、
多くの人が押し寄せてすぐに売り切れになる
かもしれません。また、電気や水道が止まっ
てしまい、トイレやお風呂が使えなくなるかも
しれません。そのため、日頃
から、食料や水、水がなくても
使える携帯トイレなどを用意し
ておく必要があります。
　また、非常時に持ち出す物
を揃えておく必要があります。
非常時持ち出しセットは、リュッ
クサックに入る程度のもので、
避難する時に、まず最初に持
ち出すべきものです。非常時
持ち出しセットの中身は、それ
ぞれの家族の人数や家族構成
を考えて、一つにまとめてすぐ
に取り出せる玄関などに保管し
ておきましょう。

水害・土砂災害の
防災情報の伝え方が変わりました。

防災情報はいろいろあるけどいつ避難をすればい
いのでしょうか？
　日本では毎年のように、大雨や台風などによる洪
水や土砂災害、などにより、多くの被害が発生して
います。 平成30年7月豪雨においては200名を超
える死者・行方不明者が発生するなど、各地で甚大
な被害が発生しました。
　一方、気象庁から注意報や警報、市町村から避難
勧告や避難指示など様々な情報が発信されました
が、住民に正しく理解されていたかなど、様々な課
題がありました。
　こうしたことを踏まえ、住民の皆さんが災害発生
の危険度を直感的に理解し、的確に避難行動がで
きるようにするため、避難に関する情報や防災気象
情報等の防災情報を5段階の「警戒レベル」を用い
て伝えることとなりました。
　警戒レベルは、災害発生の危険度が高くなるほ
ど数字が大きくなります。 警戒レベル1から順に住
民の方々がとるべき行動をみていきましょう。
■警戒レベル1は、最新の防災気象情報等に留意す
るなど、災害への心構えを高めてください。
■警戒レベル2は、ハザードマップ等により、災害が
想定されている区域や避難先、避難経路を確認
してください。
■警戒レベル3は、自治体からの避難準備・高齢者
等避難開始の発令に留意するとともに、危険度
分布や河川の水位情報等を用いて高齢者等の方
は自ら避難の判断をしてください。
■警戒レベル4は、自治体からの避難勧告の発令に
留意するとともに、避難勧告が発令されていなく
ても危険度分布や河川の水位情報等を用いて自
ら避難の判断をしてください。
■警戒レベル5は、何らかの災害がすでに発生して
いる可能性が極めて高い状況となっています。命
を守るための最善の行動をとってください。

３．非常時持ち出しセット

トピックス

　一方、沖縄県の入域観光客数は平成 30年度で約 999 万人（うち外国人約 300 万人）と過去最高を記録し、
今後も増加が見込まれます。また、沖縄県では、観光を県経済のリーディング産業として位置づけており、沖縄
県観光振興基本計画において、令和 3年度の達成目標として入域観光客数 1,200 万人が設定されてます。
　このように沖縄県は有数の観光地ですが、大規模災害が発生した場合、港湾、空港、道路が復旧するまで
の間、観光客が観光地に足止めとなり、観光避難民になることが想定されています。
　大規模災害が発生した場合、観光客も含めた被災者への対応においては市町村が大きな役割を果たすこと
となりますが、沖縄県内の市町村においては、財政力が脆弱なことも背景として、防災用物資の備蓄が全国と
比べて下回っているなど、防災対策の遅れがみられる現状となっております。
　観光客の安全と安心を確保するためには、増加する外国人観光客を含む観光避難民への食料、水、毛布、
災害用トイレの備蓄及び避難誘導看板の設置など、市町村の防災力強化の取組を推進する必要があります。
　このため、地域住民への防災対応を進める市町村に対し、沖縄の観光振興の観点から、観光避難民に対す
る防災対応を支援することにより、安全・安心な観光地の形成を促進します。
主な支援内容
（1）事業主体：市町村など
（2）事業内容：■市町村などが観光避難民に対応するための、食料、飲料水、毛布、災害用トイレの備蓄及

び避難誘導看板の設置など（補助率：9／ 10）
■備蓄などの計画策定など（定額補助）

図ー 3　入域観光客の推移

※1整理しました。国や都道府県が出す防災気象情報を、5段階
＜避難情報等＞ ＜防災気象情報＞
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沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
利
用
用
途
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
廃
棄
さ
れ
て
き
た
廃
ガ
ラ
ス
瓶
の
活
用
に

向
け
、
株
式
会
社
ト
リ
ム
が
行
う
研
究
開

発
、
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡
資
材
事
業

協
同
組
合
（
注
1
）
は
、
J
I
S
規
格
（
日

本
産
業
規
格
）
を
提
案
し
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
沖
縄
で
技
術
開
発
さ
れ
た
製
品

と
し
て
初
の
規
格
化
と
な
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
環
境
と
経
済
が
両

立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
３

Ｒ
広
報
活
動
や
、
立
入
検
査
な
ど
に
よ
り
法

の
遵
守
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
に
数
多
く
流
通
す
る
透
明

及
び
茶
色
の
瓶
は
、
色
別
に
回
収
が
で
き
る

と
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
で
す
が
、
そ
の
他
の

色
の
瓶
に
関
し
て
は
再
資
源
化
が
複
雑
で
、

ボ
ト
ラ
ー
に
よ
る
配
合
成
分
が
異
な
る
こ
と

か
ら
新
た
に
瓶
を
製
造
す
る
と
微
妙
な
色
の

違
い
が
生
じ
る
為
、
品
質
維
持
が
困
難
で
あ

り
課
題
と
な
って
い
ま
し
た
。

沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
の
取
組
報
告
に
つ
い
て

〜
廃
棄
ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
拡
大
を
目
指
し
て
〜

　
株
式
会
社
ト
リ
ム
は
、「
捨
て
れ
ば
ご
み
、

活
か
せ
ば
資
源
」
を
合
い
言
葉
に
、
色
合
い

が
異
な
る
廃
ガ
ラ
ス
瓶
を
破
砕
・
粉
砕
及
び

焼
成
発
泡
さ
せ
る
製
造
工
程
に
よ
り
、
吸
水

性
が
あ
り
無
機
質
で
耐
火
性
に
優
れ
た
多
孔

質
構
造
の
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

（
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
）
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
同
社
に
対
し
て
平
成

8
年
度
か
ら
技
術
開
発
支
援
、
平
成
14
年

度
か
ら
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
の一

環
と
し
て
、
国
内
環
境
展
出
展
に
よ
る
販
路

開
拓・全
国
展
開
支
援
、平
成
21
年
度
の「
ガ

ラ
ス
発
泡
資
材
事
業
協
同
組
合
」
設
立
に

よ
る
自
立
化
・
組
織
化
支
援
、
平
成
29
年

度
か
ら
標
準
化
支
援
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
同
社
の
努
力
が
実
を
結
び
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
は
現
在
、造
園
、緑
化
、土
木
、農
業
、

浄
化
、
建
設
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ

れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
全
国
16

カ
所
、
海
外
（
台
湾
）
1
箇
所
へ
導
入
さ
れ

る
に
至
り
、
着
実
に
事
業
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡

資
材
事
業
協
同
組
合
で
は
、「
新
市

場
創
造
型
標
準
化
制
度
（
注
2
）」
を

活
用
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
工

場
出
荷
時
に
お
け
る
品
質
及
び
試
験

方
法
に
関
す
る
J
I
S
規
格
を
提

案
し
、
今
年
7
月
22
日
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　「
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
」

は
地
盤
材
料
や
、
造
園
・
緑
化
材

料
な
ど
の
用
途
別
に
必
要
と
さ
れ
る

密
度
や
吸
水
率
、
硬
さ
な
ど
の
品
質

基
準
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
測
定
方
法

を
規
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
製
造
者

と
購
入
者
の
間
で
都
度
確
認
を
し
て

き
た
製
品
の
品
質
や
そ
の
評
価
方
法

が
統一さ
れ
、
効
率
的
な
取
引
の
拡

大
に
繋
が
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
ま
た
同
製
品
の
普
及
が
促
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
構
築
が一層
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（
J
I

S
C
）
の
H
P
（https://w

w
w

.jisc.go.jp/

）
か
ら
、「
Z
7
3
1

3
」
で
J
I
S
検
索
す
る
と
規
格

詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

2
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題

1
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

　  

利
用
拡
大
を
目
指
し
て

3
．環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
支
援
状
況

4
．沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
！

JIS 制定の取組報告会
トリムの坪井巌社長（左から 2人目）、沖縄総合事務局の
本道和樹 経済産業部長（左から 3人目）

（
注
1
）

　
ガ
ラ
ス
発
泡
軽
量
資
材
を
市
場

に
供
給
す
る
事
業
体
を
支
援
し
、

社
会
的
普
及
を
目
指
し
て
開
発
及

び
普
及
活
動
を
行
う
団
体
で
、
現

在
全
国
12
自
治
体
の
13
社
が
加

盟

 

　
　

（
注
2
）

　
中
小
企
業
等
が
開
発
し
た
優
れ

た
技
術
や
製
品
を
国
内
外
に
売
り

込
む
際
に
市
場
で
の
信
頼
性
向
上

や
差
別
化
な
ど
に
資
す
る
制
度

　経
済
産
業
部
地
域
経
済
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
3
0

土木

スーパーソルの軽さ

と穴あき構造は農業

の分野でも役にたっ

ているのね。

取扱いやすい軽量土木資材として使用されています。
軽量盛土資材、擁壁の裏込材、岸壁背面の軽量盛土材など
土木分野で需要急増中。

農作物が育つための土壌環境づくりに活用されています。
スーパーソルを使用する事で土の締め固まりを抑制し
排水性・通気性を向上させる事が出来ます。

緑化 植栽工事や屋上緑化などの工事で植物が育つために
大切な土壌環境を整える資材として使用されています。

農業 CHECK!

屋上緑化にぴった

り！軽量で建物にも

植物にもやさしい材

料なのさ！

CHECK!

軽量盛土は扱いやすい

だけでなく、災害時の

安全性も高いんだよ。

CHECK!

道路上の軽量盛土 岸壁背面の裏込め 擁壁背面の裏込め

緑化・植栽工事 屋上緑化 人工軽量土壌

暗渠排水資材 土壌改良材 ベンチ栽培
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沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
利
用
用
途
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
廃
棄
さ
れ
て
き
た
廃
ガ
ラ
ス
瓶
の
活
用
に

向
け
、
株
式
会
社
ト
リ
ム
が
行
う
研
究
開

発
、
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡
資
材
事
業

協
同
組
合
（
注
1
）
は
、
J
I
S
規
格
（
日

本
産
業
規
格
）
を
提
案
し
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
沖
縄
で
技
術
開
発
さ
れ
た
製
品

と
し
て
初
の
規
格
化
と
な
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
環
境
と
経
済
が
両

立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
３

Ｒ
広
報
活
動
や
、
立
入
検
査
な
ど
に
よ
り
法

の
遵
守
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
に
数
多
く
流
通
す
る
透
明

及
び
茶
色
の
瓶
は
、
色
別
に
回
収
が
で
き
る

と
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
で
す
が
、
そ
の
他
の

色
の
瓶
に
関
し
て
は
再
資
源
化
が
複
雑
で
、

ボ
ト
ラ
ー
に
よ
る
配
合
成
分
が
異
な
る
こ
と

か
ら
新
た
に
瓶
を
製
造
す
る
と
微
妙
な
色
の

違
い
が
生
じ
る
為
、
品
質
維
持
が
困
難
で
あ

り
課
題
と
な
って
い
ま
し
た
。

沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
の
取
組
報
告
に
つ
い
て

〜
廃
棄
ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
拡
大
を
目
指
し
て
〜

　
株
式
会
社
ト
リ
ム
は
、「
捨
て
れ
ば
ご
み
、

活
か
せ
ば
資
源
」
を
合
い
言
葉
に
、
色
合
い

が
異
な
る
廃
ガ
ラ
ス
瓶
を
破
砕
・
粉
砕
及
び

焼
成
発
泡
さ
せ
る
製
造
工
程
に
よ
り
、
吸
水

性
が
あ
り
無
機
質
で
耐
火
性
に
優
れ
た
多
孔

質
構
造
の
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

（
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
）
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
同
社
に
対
し
て
平
成

8
年
度
か
ら
技
術
開
発
支
援
、
平
成
14
年

度
か
ら
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
の一

環
と
し
て
、
国
内
環
境
展
出
展
に
よ
る
販
路

開
拓・全
国
展
開
支
援
、平
成
21
年
度
の「
ガ

ラ
ス
発
泡
資
材
事
業
協
同
組
合
」
設
立
に

よ
る
自
立
化
・
組
織
化
支
援
、
平
成
29
年

度
か
ら
標
準
化
支
援
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
同
社
の
努
力
が
実
を
結
び
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
は
現
在
、造
園
、緑
化
、土
木
、農
業
、

浄
化
、
建
設
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ

れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
全
国
16

カ
所
、
海
外
（
台
湾
）
1
箇
所
へ
導
入
さ
れ

る
に
至
り
、
着
実
に
事
業
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡

資
材
事
業
協
同
組
合
で
は
、「
新
市

場
創
造
型
標
準
化
制
度
（
注
2
）」
を

活
用
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
工

場
出
荷
時
に
お
け
る
品
質
及
び
試
験

方
法
に
関
す
る
J
I
S
規
格
を
提

案
し
、
今
年
7
月
22
日
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　「
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
」

は
地
盤
材
料
や
、
造
園
・
緑
化
材

料
な
ど
の
用
途
別
に
必
要
と
さ
れ
る

密
度
や
吸
水
率
、
硬
さ
な
ど
の
品
質

基
準
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
測
定
方
法

を
規
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
製
造
者

と
購
入
者
の
間
で
都
度
確
認
を
し
て

き
た
製
品
の
品
質
や
そ
の
評
価
方
法

が
統一さ
れ
、
効
率
的
な
取
引
の
拡

大
に
繋
が
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
ま
た
同
製
品
の
普
及
が
促
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
構
築
が一層
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（
J
I

S
C
）
の
H
P
（https://w

w
w

.jisc.go.jp/

）
か
ら
、「
Z
7
3
1

3
」
で
J
I
S
検
索
す
る
と
規
格

詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

2
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題

1
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

　  

利
用
拡
大
を
目
指
し
て

3
．環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
支
援
状
況

4
．沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
！

JIS 制定の取組報告会
トリムの坪井巌社長（左から 2人目）、沖縄総合事務局の
本道和樹 経済産業部長（左から 3人目）

（
注
1
）

　
ガ
ラ
ス
発
泡
軽
量
資
材
を
市
場

に
供
給
す
る
事
業
体
を
支
援
し
、

社
会
的
普
及
を
目
指
し
て
開
発
及

び
普
及
活
動
を
行
う
団
体
で
、
現

在
全
国
12
自
治
体
の
13
社
が
加

盟

 

　
　

（
注
2
）

　
中
小
企
業
等
が
開
発
し
た
優
れ

た
技
術
や
製
品
を
国
内
外
に
売
り

込
む
際
に
市
場
で
の
信
頼
性
向
上

や
差
別
化
な
ど
に
資
す
る
制
度

　経
済
産
業
部
地
域
経
済
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
3
0

土木

スーパーソルの軽さ

と穴あき構造は農業

の分野でも役にたっ

ているのね。

取扱いやすい軽量土木資材として使用されています。
軽量盛土資材、擁壁の裏込材、岸壁背面の軽量盛土材など
土木分野で需要急増中。

農作物が育つための土壌環境づくりに活用されています。
スーパーソルを使用する事で土の締め固まりを抑制し
排水性・通気性を向上させる事が出来ます。

緑化 植栽工事や屋上緑化などの工事で植物が育つために
大切な土壌環境を整える資材として使用されています。

農業 CHECK!

屋上緑化にぴった

り！軽量で建物にも

植物にもやさしい材

料なのさ！

CHECK!

軽量盛土は扱いやすい

だけでなく、災害時の

安全性も高いんだよ。

CHECK!

道路上の軽量盛土 岸壁背面の裏込め 擁壁背面の裏込め

緑化・植栽工事 屋上緑化 人工軽量土壌

暗渠排水資材 土壌改良材 ベンチ栽培
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オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

保
ち
、
お
客
様
満
足
度
を
損
な
わ
な
い
省
エ
ネ

を
実
現
で
き
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
省
エ
ネ
の
取
組
事
例
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

①
高
効
率
照
明
・
空
調
機
の
導
入

　
照
明
設
備
や
空
調
機
と
い
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
大
き
い
機
器
を
、
よ
り
高

効
率
な
機
器
に
更
新
、
あ
る
い
は
新
規
導

入
す
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
の
大
幅
な
削

減
が
可
能
と
な
り
、
最
も
省
エ
ネ
効
果
を

実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
空
調
機
及
び
給
排
気
フ
ァ
ン
の
運
用
時

間
の
見
直
し
や
、
季
節
・
時
間
帯
に
応
じ
、

適
切
に
温
度
管
理
を
行
う
事
で
も
十
分
な

省
エ
ネ
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
こ
ま
め
な
対
策
が
重
要
で
す
。

②
断
熱
・
遮
熱
の
取
組

　
日
差
し
が
強
く
、
年
中
温
暖
な
沖
縄
に

お
い
て
は
、
室
内
の
温
度
は
窓
な
ど
か
ら
の

外
気
の
影
響
を
受
け
や
す
い
為
、「
断
熱
」

と
「
遮
熱
」
の
取
組
は
重
要
で
す
。
ガ
ラ
ス

窓
か
ら
の
日
射
を
遮
る
た
め
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

カ
ー
テ
ン
の
活
用
や
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
な
ど
の
省
エ
ネ
対
策
を
取
り
入
れ
た
事
例

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
、
窓
枠
や
、

ガ
ラ
ス
そ
の
も
の
に
断
熱
加
工
が
施
さ
れ
て

い
る
省
エ
ネ
製
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.2 ホテル・旅館業・宿泊業編

ホテル・旅館業・宿泊業から
エネルギーの賢い使い方を学ぼう！

　
沖
縄
県
の
主
力
産
業
で
も
あ
り
、
県
経
済

の
順
調
な
発
展
を
支
え
て
い
る
観
光
業
で
す

が
、県
内
主
要
ホ
テ
ル
で
は
、客
室
稼
働
率
が
、

概
ね
8
割
の
高
水
準
と
な
る
な
ど
、
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　一方
、
気
に
な
る
の
が
稼
働
率
向
上
に
伴
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
で
す
が
、「
ホ
テ
ル
・

旅
館
業
・
宿
泊
業
」
の
施
設
内
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

を
表
す
指
標
）
は
、
対
前
年
度
比
で

96.
7
％
と
改
善
し
て
お
り
、
各
事
業
所
に
お

い
て
、
省
エ
ネ
対
策
に
効
果
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
意
識
の
高
い
事
業
者
が
多
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。（
平
成
30
年
度
沖
縄
県
内
に
お
け

る
省
エ
ネ
法
特
定
事
業
者
等
の
概
況
よ
り
）

　
ひ
と
え
に
「
省
エ
ネ
対
策
」
と
い
っ
て
も
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
は
1
年
を
通
し
て
24
時
間
営
業

を
行
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
客
室
や
宴
会
場

で
の
冷
房
・
温
水
・
照
明
の
使
用
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、何
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
、
い
か
に
「
快
適
性
」
を

 

県
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向

 （
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業
）

  

省
エ
ネ
推
進
体
制
は

　
　
　
　整
っ
て
い
ま
す
か
？

  

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業

　
　向
け
の
〝
省
エ
ネ
対
策 
〞

外調機の換気用外気導入量を削減し、
冷暖房用熱源の蒸気を低減、
ボイラー燃料使用量を削減すると
1,000 万円／年以上削減！

温水配管の保温対策をすると
18万円／年以上削減！

お得！

お得！

　
省
エ
ネ
の
取
組
を
推
進
す
る
に
あ
た
って
は
、

社
内
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
、
省
エ
ネ

を
経
営
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
内
全
体

で
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
舵
取
り
と
し
て
、「
省
エ
ネ
委
員
会
」

な
ど
の
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
、

省
エ
ネ
機
器
の
導
入
の
検
討
や
設
備
ご
と
の
管

理
標
準
（
省
エ
ネ
の
た
め
の
管
理
要
領
を
定
め

た
管
理
マ
ニュア
ル
）の
策
定
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
状
況
や
改
善
策
を
議
論
出
来
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

を
元
に
、
同
ホ
テ
ル
建
築
の
際
に
、
省
エ
ネ
設

備
や
機
器
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
割
合
の

大
き
い
空
調
や
給
湯
設
備
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ

設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
E
M
S
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
取
り

入
れ
、
よ
り
効
率
良
く
設
備
の
維
持
管
理
や

稼
働
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
同
規
模
の
ホ
テ

ル
と
比
較
し
て
、
約
30
％
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

①
デ
シ
カ
ン
ト
空
調

　
外
気
を
地
中
配
管
に
取
り
込
ん
だ
後
、

地
中
熱
に
て
温
度
調
整
を
行
い
、
デ
シ
カ
ン

ト
（
吸
湿
材
）
で
湿
気
を
除
去
し
た
空
気

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業
編
」

で
は
、「
ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト
＆

ス
パ
」
の
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で

は
沖
縄
の
恵
ま
れ
た
水
・
太
陽
・
地
熱
そ
し

て
気
候
を
最
大
限
に
生
か
し
た
【
水
と
空
気

の
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
】
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暑
熱
地
域
の
省
C
O
2

技
術
を
先
導
す
る
環
境
共
生
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

の
創
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
営
方
針

②
太
陽
熱
温
水
器

　
太
陽
光
を
熱
源
と
し
て
、
水
を
温
め
て
つ

く
っ
た
温
水
を
給
湯
で
き
る
自
然
循
環
式
の
装

置
で
す
。
同
ホ
テ
ル
で
は
、
ホ
テ
ル
内
の
給
湯

を
ほ
ぼ
ま
か
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
温
泉

の
加
熱
な
ど
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
組

■ 

主
な
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

「環境共生」型の地球に優しいホテル
オリオンモトブリゾート&スパ

設備管理の担当者と記者

↑屋上に設置された太陽熱温水器

↑デシカント空調の
　地中配管

デシカント　
空調↓

〒905-0207
本部町備瀬 148番地 1
TEL.0980-51-7300
＜主な省エネ対策＞
①デシカント空調
②太陽熱温水器
③EMSの導入
・平成29年度
デマンドサイドマネジメント表彰
「経済産業省資源エネルギー庁長官賞」
・第 6回
カーボンニュートラル賞 九州支部
「カーボンニュートラル賞」

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線　Vol.3　小売業編

　
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
だ

け
で
な
く
、
E
M
S
の
導
入
に
よ
り
、
従
来
、

外
部
に
委
託
し
て
い
た
設
備
の
維
持
管
理
も
、

自
社
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ス
ト
の
削
減

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
季
節
や
時
間
帯

に
応
じ
て
、
手
動
で
、
窓
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
降

ろ
す
な
ど
、
こ
ま
め
な
維
持
管
理
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
設
備
周
り
を
担
当
さ
れ
て
い
る
直
箟
（
す

ぐ
の
）
俊
行
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
省
エ
ネ

の
取
組
を
推
進
し
な
が
ら
、
お
客
様
に
快
適

な
空
間
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。」
と
お
話
し

て
い
ま
し
た
。
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オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

保
ち
、
お
客
様
満
足
度
を
損
な
わ
な
い
省
エ
ネ

を
実
現
で
き
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
省
エ
ネ
の
取
組
事
例
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

①
高
効
率
照
明
・
空
調
機
の
導
入

　
照
明
設
備
や
空
調
機
と
い
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
大
き
い
機
器
を
、
よ
り
高

効
率
な
機
器
に
更
新
、
あ
る
い
は
新
規
導

入
す
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
の
大
幅
な
削

減
が
可
能
と
な
り
、
最
も
省
エ
ネ
効
果
を

実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
空
調
機
及
び
給
排
気
フ
ァ
ン
の
運
用
時

間
の
見
直
し
や
、
季
節
・
時
間
帯
に
応
じ
、

適
切
に
温
度
管
理
を
行
う
事
で
も
十
分
な

省
エ
ネ
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
こ
ま
め
な
対
策
が
重
要
で
す
。

②
断
熱
・
遮
熱
の
取
組

　
日
差
し
が
強
く
、
年
中
温
暖
な
沖
縄
に

お
い
て
は
、
室
内
の
温
度
は
窓
な
ど
か
ら
の

外
気
の
影
響
を
受
け
や
す
い
為
、「
断
熱
」

と
「
遮
熱
」
の
取
組
は
重
要
で
す
。
ガ
ラ
ス

窓
か
ら
の
日
射
を
遮
る
た
め
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

カ
ー
テ
ン
の
活
用
や
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
な
ど
の
省
エ
ネ
対
策
を
取
り
入
れ
た
事
例

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
、
窓
枠
や
、

ガ
ラ
ス
そ
の
も
の
に
断
熱
加
工
が
施
さ
れ
て

い
る
省
エ
ネ
製
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.2 ホテル・旅館業・宿泊業編

ホテル・旅館業・宿泊業から
エネルギーの賢い使い方を学ぼう！

　
沖
縄
県
の
主
力
産
業
で
も
あ
り
、
県
経
済

の
順
調
な
発
展
を
支
え
て
い
る
観
光
業
で
す

が
、県
内
主
要
ホ
テ
ル
で
は
、客
室
稼
働
率
が
、

概
ね
8
割
の
高
水
準
と
な
る
な
ど
、
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　一方
、
気
に
な
る
の
が
稼
働
率
向
上
に
伴
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
で
す
が
、「
ホ
テ
ル
・

旅
館
業
・
宿
泊
業
」
の
施
設
内
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

を
表
す
指
標
）
は
、
対
前
年
度
比
で

96.
7
％
と
改
善
し
て
お
り
、
各
事
業
所
に
お

い
て
、
省
エ
ネ
対
策
に
効
果
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
意
識
の
高
い
事
業
者
が
多
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。（
平
成
30
年
度
沖
縄
県
内
に
お
け

る
省
エ
ネ
法
特
定
事
業
者
等
の
概
況
よ
り
）

　
ひ
と
え
に
「
省
エ
ネ
対
策
」
と
い
っ
て
も
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
は
1
年
を
通
し
て
24
時
間
営
業

を
行
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
客
室
や
宴
会
場

で
の
冷
房
・
温
水
・
照
明
の
使
用
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、何
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
、
い
か
に
「
快
適
性
」
を

 

県
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向

 （
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業
）

  

省
エ
ネ
推
進
体
制
は

　
　
　
　整
っ
て
い
ま
す
か
？

  

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業

　
　向
け
の
〝
省
エ
ネ
対
策 

〞

外調機の換気用外気導入量を削減し、
冷暖房用熱源の蒸気を低減、
ボイラー燃料使用量を削減すると
1,000 万円／年以上削減！

温水配管の保温対策をすると
18万円／年以上削減！

お得！

お得！

　
省
エ
ネ
の
取
組
を
推
進
す
る
に
あ
た
って
は
、

社
内
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
、
省
エ
ネ

を
経
営
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
内
全
体

で
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
舵
取
り
と
し
て
、「
省
エ
ネ
委
員
会
」

な
ど
の
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
、

省
エ
ネ
機
器
の
導
入
の
検
討
や
設
備
ご
と
の
管

理
標
準
（
省
エ
ネ
の
た
め
の
管
理
要
領
を
定
め

た
管
理
マ
ニュア
ル
）の
策
定
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
状
況
や
改
善
策
を
議
論
出
来
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

を
元
に
、
同
ホ
テ
ル
建
築
の
際
に
、
省
エ
ネ
設

備
や
機
器
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
割
合
の

大
き
い
空
調
や
給
湯
設
備
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ

設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
E
M
S
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
取
り

入
れ
、
よ
り
効
率
良
く
設
備
の
維
持
管
理
や

稼
働
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
同
規
模
の
ホ
テ

ル
と
比
較
し
て
、
約
30
％
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

①
デ
シ
カ
ン
ト
空
調

　
外
気
を
地
中
配
管
に
取
り
込
ん
だ
後
、

地
中
熱
に
て
温
度
調
整
を
行
い
、
デ
シ
カ
ン

ト
（
吸
湿
材
）
で
湿
気
を
除
去
し
た
空
気

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
・
宿
泊
業
編
」

で
は
、「
ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト
＆

ス
パ
」
の
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
オ
リ
オ
ン
モ
ト
ブ
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で

は
沖
縄
の
恵
ま
れ
た
水
・
太
陽
・
地
熱
そ
し

て
気
候
を
最
大
限
に
生
か
し
た
【
水
と
空
気

の
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
】
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暑
熱
地
域
の
省
C
O
2

技
術
を
先
導
す
る
環
境
共
生
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

の
創
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
営
方
針

②
太
陽
熱
温
水
器

　
太
陽
光
を
熱
源
と
し
て
、
水
を
温
め
て
つ

く
っ
た
温
水
を
給
湯
で
き
る
自
然
循
環
式
の
装

置
で
す
。
同
ホ
テ
ル
で
は
、
ホ
テ
ル
内
の
給
湯

を
ほ
ぼ
ま
か
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
温
泉

の
加
熱
な
ど
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
組

■ 

主
な
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

「環境共生」型の地球に優しいホテル
オリオンモトブリゾート&スパ

設備管理の担当者と記者

↑屋上に設置された太陽熱温水器

↑デシカント空調の
　地中配管

デシカント　
空調↓

〒905-0207
本部町備瀬 148番地 1
TEL.0980-51-7300
＜主な省エネ対策＞
①デシカント空調
②太陽熱温水器
③EMSの導入
・平成29年度
デマンドサイドマネジメント表彰
「経済産業省資源エネルギー庁長官賞」
・第 6回
カーボンニュートラル賞 九州支部
「カーボンニュートラル賞」

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線　Vol.3　小売業編

　
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
だ

け
で
な
く
、
E
M
S
の
導
入
に
よ
り
、
従
来
、

外
部
に
委
託
し
て
い
た
設
備
の
維
持
管
理
も
、

自
社
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ス
ト
の
削
減

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
季
節
や
時
間
帯

に
応
じ
て
、
手
動
で
、
窓
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
降

ろ
す
な
ど
、
こ
ま
め
な
維
持
管
理
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
設
備
周
り
を
担
当
さ
れ
て
い
る
直
箟
（
す

ぐ
の
）
俊
行
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
省
エ
ネ

の
取
組
を
推
進
し
な
が
ら
、
お
客
様
に
快
適

な
空
間
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。」
と
お
話
し

て
い
ま
し
た
。
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沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、
我
が
国

の
財
政
の
現
状
や
政
府
の
取
組
を
広
く
国
民

に
お
伝
え
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
、
財
務
省
主
計
局
の
幹
部
を
講

師
と
し
て
招
き
、
財
政
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
那
覇
市
で
の
開
催
が
主
で
し
た

が
、
今
年
は
中
部
地
区
に
広
く
情
報
発
信
を

行
う
た
め
、
沖
縄
市
に
本
店
を
構
え
る
コ
ザ

信
用
金
庫
・
沖
縄
商
工
会
議
所
な
ど
と
共
催

し
、
主
計
局
の
森
田
調
査
課
長
、
コ
ザ
信
用

金
庫
前
屋
専
務
理
事
を
講
師
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
翌
日
に
は
、

沖
縄
商
工
会
議
所
・
コ
ザ
信
用
金
庫
の
協
力

の
も
と
で
地
元
経
済
界
の
皆
様
を
募
り
、
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
8
月
20
日
、
沖
縄
市
民
会
館
で
経
済
・
財

政
講
演
会
を
開
催
し
、
金
融
機
関
、
経
済
団

体
、
地
方
公
共
団
体
、一般
企
業
な
ど
合
わ
せ

て
1
2
1
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
2
部
構
成
と
し
、
第
1
部
で
、
コ
ザ

信
用
金
庫
前
屋
専
務
理
事
か
ら
「
中
部
経
済

の
動
向
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、
第
2
部

に
森
田
調
査
課
長
か
ら
「
我
が
国
の
財
政
に
つ

い
て
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
演
に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
り
、
質
疑
応
答
で
は
、「
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
で
ど
の
よ
う
に
G
D
P
を
高
め
て

い
く
の
か
」、「
人
口
構
造
や
社
会
構
造
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
実
態
か
ら
社
会
保
障
制
度
の

改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
ご
質
問
が

あ
り
、
講
師
か
ら
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
有
意
義

で
あ
っ
た
」「
次
回
の
講
演
会
に
も
参
加
し
た

い
」
と
多
く
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
人

口
減
少
に
伴
う
我
が
国
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

講
演
も
聴
い
て
み
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
8
月
21
日
、
沖
縄
商
工
会
議
所
会
議
室

に
お
い
て
、
地
元
経
済
界
の
メ
ン
バ
ー
14
名
と

森
田
調
査
課
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、「
膨
大
な
公
債
残
高
が

あ
り
将
来
世
代
へ
の
影
響
が
心
配
だ
が
、
若

者
の
緊
迫
感
が
足
り
な
い
」、「
日
本
の
財
政

健
全
化
に
向
け
て
、
債
務
残
高
の
対
G
D
P

比
の
良
好
な
国
の
施
策
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
前
日
の
講
演
会
か
ら

更
に
踏
み
込
ん
だ
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
沖

縄
市
で
は
観
光
客
の
滞
在
時
間
が
短
く
消
費

に
繋
が
っ
て
い
な
い
」、「
大
き
な
ホ
テ
ル
が
無

く
他
の
市
町
村
に
観
光
客
が
流
れ
て
行
っ
て
い

る
」
と
の
地
元
の
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
地
元
の
声
を
伺
う
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
、
よ
り一層
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
我

が
国
の
財
政
状
況
や
財
政
健
全
化
に
向
け
た

政
府
の
取
組
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

仕
事
の

【財務部】

沖縄県中部地区で我が国の財政の現状や
政府の取組を情報発信 No.2
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国の財政状況や政府の取組を広く多くの方に知っていただくため、
コザ信用金庫、沖縄商工会議所などと共催し、

沖縄市で経済・財政講演会、意見交換会を開催しました

コ
ザ
信
用
金
庫「
経
営
者
友
の
会
」に
お
い
て
、

経
済・財
政
講
演
会
を
開
催

地
元
経
済
界
と
の
意
見
交
換
会

意見交換会の様子

　財
務
部
理
財
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
2

　
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
安
定
的
な
資

産
形
成
推
進
の
た
め
に
は
、
各
個
人
の
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
図
って
い
く
必
要
が

あ
り
、
金
融
庁
が
8
月
に
公
表
し
た
「
金

融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後
の
方

針
」
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
と
連
携
し

た
学
生
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
重
点

分
野
の一つ
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
該
方
針
に
基
づ
き
、
財
務
部
金
融
監

督
課
は
、
9
月
、
沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
学
校
2
年
生
を
対
象

に
、「
お
金
と
消
費
生
活
入
門
編
」
と
題

し
て
、
基
本
的
な
金
融
知
識
を
理
解
し
て

も
ら
う
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
家
計
管
理
の
重
要
性
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
の
ほ
か
、
若
者
に

多
い
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
に
よ
る
高
額
請
求
に
つ
い
て
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
成
人
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
契
約
に
つ
い
て
の
注
意
点
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
生
徒
達
か
ら
は
、「
将
来
の
た
め
に
お
金

を
大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
お
金
に

つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
講
座
に
は
保

護
者
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
親
子
で
講

座
を
受
け
た
こ
と
で
講
座
内
容
に
つ
い
て

お
互
い
に
話
を
す
る
機
会
が
持
て
た
」、

「
も
っ
と
若
い
う
ち
か
ら
金
融
経
済
教
育
は

必
要
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
部
は
、
今
後
も
、
若
年
層
の
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
、
積
極
的
に
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
財
政
・
経
済
・

国
有
財
産
に
関
し
て
も
要
望
に
応
じ
て
皆

様
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る
情
報
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
左
記
連
絡
先
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　財
務
部
財
務
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担
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縄
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催
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。
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縄
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縄
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催
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催
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縄
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催
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。
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縄
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催
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。
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。
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れ
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」、「
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が

あ
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将
来
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代
へ
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影
響
が
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配
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が
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緊
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が
足
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な
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日
本
の
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、
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比
の
良
好
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の
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を
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べ
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と
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近
年
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
A
I

等
に
よ
っ
て
世
界
的
に
産
業
や
社
会
の
在
り
方

が
大
き
く
変
革
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
経
済
産
業
省
・（
独
）
情
報
処
理

推
進
機
構
（
I
P
A
）
で
は
、
地
域
に
お
け

る
I
o
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
の
た
め
の
取
組

を
「
地
方
版
I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
と
し
て
選

定
し
、
メ
ル
マ
ガ
や
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
、

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
メ
ン
タ
ー
派
遣
な
ど
に

よ
る
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
今
年
9
月
6
日
の
第
5
弾
選
定
で
は
、
恩

納
村
を
含
む
8
地
域
が
選
定
さ
れ
、
平
成
28

年
以
降
で
、
合
計
1
0
1
地
域
（
沖
縄
で
は

沖
縄
県
、
沖
縄
市
に
続
く
3
件
目
）
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
さ
れ

る
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
恩
納
村
で
は
、
昨
年
7
月
に
「
サ

ン
ゴ
の
村
」
宣
言
を
行
い
、
恩
納
村
漁
協
を

中
心
に
サ
ン
ゴ
礁
保
全
再
生
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
恩
納
村
は
、
今
年
7

月
に
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
及
び
「
自
治

体
S
D
G
s
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
恩
納
村
I
o
T
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」
と
い
う
）
は
、
I
o
T
、
ド
ロ
ー
ン
等

か
ら
得
ら
れ
る
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
集

め
、
人
流
や
地
理
情
報
等
の
空
間
情
報
を
分

析
し
、
村
民
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
問

題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
社
会
」、「
課

題
解
決
に
向
け
て
賢
く
な
っ
て
い
く
社
会
」
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
分
野
で
は
、
観
光
客

の
誘
導
に
よ
る
サ
ン
ゴ
環
境
の
保
全
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
安
全
管
理
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
構

築
や
、
日
々
の
サ
ン
ゴ
礁
の
画
像
を
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
へ
提
供
す
る
な
ど
、
恩
納
村
の

S
D
G
s
の
取
組
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
農
業
分
野
で
は
、
沖
縄
気
象
台
の
気
象
予

測
デ
ー
タ
等
を
基
に
農
業
・
水
産
業
支
援
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
行
い
、
農
家
お
よ
び

漁
業
者
の
収
益
性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

　
ま
た
、
協
議
会
参
加
団
体
で
は
、
沖
縄
型

産
業
中
核
人
材
育
成
事
業
（
内
閣
府
）
に
よ

り
、
地
理
空
間
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る

新
規
商
材
開
発
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
協
議
会
活
動
は
、
様
々
な
事
業
展
開
、
企

業
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恩
納

村
の
観
光
産
業
等
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
県
全
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　経
済
産
業
部
地
域
経
済
課
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１
．地
方
版
I
o
T
推
進
ラ
ボ
選
定

２
．恩
納
村
の
自
然
環
境
保
全
活
動（
S
D
G
s
）

３
．恩
納
村
I
o
T
推
進
協
議
会
の
事
業
概
要

　
4
月
1
日
か
ら
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の一部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、一定

の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
る

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
「
特
定
技
能
」

が
新
た
な
在
留
資
格
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
新
た
な
外
国
人
材
受
入
制
度
の
農

業
分
野
で
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、

全
国
段
階
で
、
農
林
水
産
省
を
事
務
局

と
し
、
関
係
省
庁
、
業
界
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
「
農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
生

産
さ
れ
て
い
る
農
畜
産
物
な
ど
が
地
域
ご

と
に
異
な
り
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

沖
縄
地
域
に
お

い
て
は
、
7
月

8
日
に
、
沖
縄

総
合
事
務
局
を

事
務
局
と
し
て
、

受
入
機
関
、
福

岡
出
入
国
在
留

管
理
局
那
覇
支

局
、
沖
縄
県
警

察
、
沖
縄
労
働

局
、
農
業
関
係

　
沖
縄
総
合

事
務
局
土
地

改
良
総
合
事

務
所
で
は
、

8
月
1
日
、

国
営
沖
縄
本

島
南
部
農
業

水
利
事
業
で

造
成
し
た
農

業
用
の
地
下

ダ
ム
が
あ
る

糸
満
市
、
八

重
瀬
町
の
小

学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対

象
に
、「
夏
休

み
野
外
学
習

会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

当
日
は
38
名

（
小
学
生
22
名
、
保
護
者
16
名
）
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
糸
満
市
の
米
須
（
こ
め
す
）
地
下
ダ
ム
、

八
重
瀬
町
の
慶
座
（
ぎ
ー
ざ
）
地
下
ダ
ム
、

仲
座
（
な
か
ざ
）
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
、
仲

座
加
圧
機
場
を
巡
り
な
が
ら
、
施
設
管

理
者
の
沖
縄
本
島
南
部
土
地
改
良
区
の

職
員
が
、
地
下
ダ
ム
に
よ
り
変
わ
っ
て
き

た
地
域
の
農
業
の
様
子
や
、
施
設
が
果
た

し
て
い
る
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、「
地
下
ダ
ム

の
貯
水
量
は
学
校
の
25
m
（
6
コ
ー
ス
）

プ
ー
ル
何
杯
分
な
の
か
」（
答
え
、
米
須

地
下
ダ
ム
：
5,
0
0
0
杯
、
慶
座
地
下

ダ
ム
：
6
0
0
杯
）
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
に

元
気
に
回
答
し
、
保
護
者
た
ち
は
地
元
産

の
野
菜
や
果
物
の
生
産
に
地
下
ダ
ム
が
貢

献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す

く
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
か
で
き
た
。
地

下
ダ
ム
を
造
る
と
い
う
発
想
が
す
ご
い
と

思
っ
た
。（
小
学
生
）」、「
私
達
の
食
卓
に

食
べ
物
が
そ
ろ
う
た
め
に
、
色
々
な
働
き

が
あ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
施
設
を

造
れ
る
日
本
は
幸
せ
だ
。（
保
護
者
）」
と

の
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
学
習
会
を

開
催
し
、
地
下
ダ
ム
の
役
割
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　土
地
改
良
総
合
事
務
所
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仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

夏
休
み
野
外
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

〜
糸
満
と
八
重
瀬
の
畑
を
う
る
お
す
地
下
ダ
ム
の
見
学
〜

沖縄地域農業特定技能協議会開催の様子
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水
産
部
】

沖
縄
地
域
農
業
特
定
技
能
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た

団
体
な
ど
を
構
成
員
と
す
る
「
沖
縄
地
域

農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
当
協
議
会
の
下
で
、
関
係
機

関
や
受
入
機
関
が
連
携
し
、
本
制
度
の
適

切
な
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　農
林
水
産
部
経
営
課
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8 

慶座地下ダム見学の様子米須地下ダムで集合写真

沖縄地域農業
特定技能協議会

沖縄地域
の農業分
野の受入
れ機関

沖縄総合事務局農林
水産部経営課
沖縄県農林水産部営
農支援課

福岡出入国在留
管理局那覇支局
沖縄県警
沖縄労働局

沖縄県農業法人協会
沖縄県農業協同組合
中央会
沖縄県農業会議

等

協議会の招集、共有する情
報の内容
その他協議会の運営に必
要な事項を決定

沖縄地域運営
委員会

沖縄地域農業特定技能協議会の組織図
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近
年
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
A
I

等
に
よ
っ
て
世
界
的
に
産
業
や
社
会
の
在
り
方

が
大
き
く
変
革
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
経
済
産
業
省
・（
独
）
情
報
処
理

推
進
機
構
（
I
P
A
）
で
は
、
地
域
に
お
け

る
I
o
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
の
た
め
の
取
組

を
「
地
方
版
I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
と
し
て
選

定
し
、
メ
ル
マ
ガ
や
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
、

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
メ
ン
タ
ー
派
遣
な
ど
に

よ
る
支
援
を
行
って
い
ま
す
。
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月
6
日
の
第
5
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選
定
で
は
、
恩

納
村
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含
む
8
地
域
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選
定
さ
れ
、
平
成
28

年
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降
で
、
合
計
1
0
1
地
域
（
沖
縄
で
は

沖
縄
県
、
沖
縄
市
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続
く
3
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目
）
が
選
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れ
て
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ま
す
。

　
沖
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温
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れ
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サ
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ゴ
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現
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き
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す
。
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納
村
で
は
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昨
年
7
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に
「
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ゴ
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」
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を
行
い
、
恩
納
村
漁
協
を

中
心
に
サ
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ゴ
礁
保
全
再
生
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
恩
納
村
は
、
今
年
7

月
に
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
及
び
「
自
治

体
S
D
G
s
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、

持
続
可
能
な
観
光
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
恩
納
村
I
o
T
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」
と
い
う
）
は
、
I
o
T
、
ド
ロ
ー
ン
等

か
ら
得
ら
れ
る
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
集

め
、
人
流
や
地
理
情
報
等
の
空
間
情
報
を
分

析
し
、
村
民
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
問

題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
社
会
」、「
課

題
解
決
に
向
け
て
賢
く
な
っ
て
い
く
社
会
」
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
分
野
で
は
、
観
光
客

の
誘
導
に
よ
る
サ
ン
ゴ
環
境
の
保
全
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
安
全
管
理
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
構

築
や
、
日
々
の
サ
ン
ゴ
礁
の
画
像
を
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
へ
提
供
す
る
な
ど
、
恩
納
村
の

S
D
G
s
の
取
組
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
農
業
分
野
で
は
、
沖
縄
気
象
台
の
気
象
予

測
デ
ー
タ
等
を
基
に
農
業
・
水
産
業
支
援
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
行
い
、
農
家
お
よ
び

漁
業
者
の
収
益
性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

　
ま
た
、
協
議
会
参
加
団
体
で
は
、
沖
縄
型

産
業
中
核
人
材
育
成
事
業
（
内
閣
府
）
に
よ

り
、
地
理
空
間
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ
る

新
規
商
材
開
発
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
協
議
会
活
動
は
、
様
々
な
事
業
展
開
、
企

業
連
携
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
恩
納

村
の
観
光
産
業
等
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
県
全
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
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済
産
業
部
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済
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協
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会
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事
業
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4
月
1
日
か
ら
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の一部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、一定

の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦
力
と
な
る

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
「
特
定
技
能
」

が
新
た
な
在
留
資
格
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
新
た
な
外
国
人
材
受
入
制
度
の
農

業
分
野
で
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、

全
国
段
階
で
、
農
林
水
産
省
を
事
務
局

と
し
、
関
係
省
庁
、
業
界
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
「
農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
生

産
さ
れ
て
い
る
農
畜
産
物
な
ど
が
地
域
ご

と
に
異
な
り
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

沖
縄
地
域
に
お

い
て
は
、
7
月

8
日
に
、
沖
縄

総
合
事
務
局
を

事
務
局
と
し
て
、

受
入
機
関
、
福

岡
出
入
国
在
留

管
理
局
那
覇
支

局
、
沖
縄
県
警

察
、
沖
縄
労
働

局
、
農
業
関
係

　
沖
縄
総
合

事
務
局
土
地

改
良
総
合
事

務
所
で
は
、

8
月
1
日
、

国
営
沖
縄
本

島
南
部
農
業

水
利
事
業
で

造
成
し
た
農

業
用
の
地
下

ダ
ム
が
あ
る

糸
満
市
、
八

重
瀬
町
の
小

学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対

象
に
、「
夏
休

み
野
外
学
習

会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

当
日
は
38
名

（
小
学
生
22
名
、
保
護
者
16
名
）
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
糸
満
市
の
米
須
（
こ
め
す
）
地
下
ダ
ム
、

八
重
瀬
町
の
慶
座
（
ぎ
ー
ざ
）
地
下
ダ
ム
、

仲
座
（
な
か
ざ
）
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
、
仲

座
加
圧
機
場
を
巡
り
な
が
ら
、
施
設
管

理
者
の
沖
縄
本
島
南
部
土
地
改
良
区
の

職
員
が
、
地
下
ダ
ム
に
よ
り
変
わ
っ
て
き

た
地
域
の
農
業
の
様
子
や
、
施
設
が
果
た

し
て
い
る
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、「
地
下
ダ
ム

の
貯
水
量
は
学
校
の
25
m
（
6
コ
ー
ス
）

プ
ー
ル
何
杯
分
な
の
か
」（
答
え
、
米
須

地
下
ダ
ム
：
5,
0
0
0
杯
、
慶
座
地
下

ダ
ム
：
6
0
0
杯
）
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
に

元
気
に
回
答
し
、
保
護
者
た
ち
は
地
元
産

の
野
菜
や
果
物
の
生
産
に
地
下
ダ
ム
が
貢

献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す

く
、
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
か
で
き
た
。
地

下
ダ
ム
を
造
る
と
い
う
発
想
が
す
ご
い
と

思
っ
た
。（
小
学
生
）」、「
私
達
の
食
卓
に

食
べ
物
が
そ
ろ
う
た
め
に
、
色
々
な
働
き

が
あ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
施
設
を

造
れ
る
日
本
は
幸
せ
だ
。（
保
護
者
）」
と

の
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
学
習
会
を

開
催
し
、
地
下
ダ
ム
の
役
割
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　土
地
改
良
総
合
事
務
所

☎
0
9
8
ー
8
5
6
ー
6
8
6
8 No.4

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

夏
休
み
野
外
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

〜
糸
満
と
八
重
瀬
の
畑
を
う
る
お
す
地
下
ダ
ム
の
見
学
〜

沖縄地域農業特定技能協議会開催の様子

No.3

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

沖
縄
地
域
農
業
特
定
技
能
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た

団
体
な
ど
を
構
成
員
と
す
る
「
沖
縄
地
域

農
業
特
定
技
能
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
当
協
議
会
の
下
で
、
関
係
機

関
や
受
入
機
関
が
連
携
し
、
本
制
度
の
適

切
な
運
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　農
林
水
産
部
経
営
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
2
8 

慶座地下ダム見学の様子米須地下ダムで集合写真

沖縄地域農業
特定技能協議会

沖縄地域
の農業分
野の受入
れ機関

沖縄総合事務局農林
水産部経営課
沖縄県農林水産部営
農支援課

福岡出入国在留
管理局那覇支局
沖縄県警
沖縄労働局

沖縄県農業法人協会
沖縄県農業協同組合
中央会
沖縄県農業会議

等

協議会の招集、共有する情
報の内容
その他協議会の運営に必
要な事項を決定

沖縄地域運営
委員会

沖縄地域農業特定技能協議会の組織図
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今
年
度
の
活
動
方
針
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
長
期
的
ス
パ
ン
で

ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
捉

え
て
い
く
か
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
、
ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
県
内
実
施
が
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
の
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
e
ス
ポ
ー
ツ
と

ど
う
絡
ん
で
い
く
の
か
な
ど
、
委
員
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
期
待
と
と
も
に
課
題
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
運
営
会
議
で
議
論
さ
れ
た

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、「
飲
食
」「
製
造
」「
観
光
」
な
ど
異
業

種
と
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
会
員
の
更

な
る
拡
大
を
図
り
、
現
状
の
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
議
の
後
半
に
は
、（
株
）
S
3
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ 

代
表
取
締
役 

川
田
勝
也
氏
を

招
聘
し
、
S
D
G
s※

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
紐
解
く
特
別
講
演
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
川
田
氏
は
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
あ
り
方
と
し

て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
進
む
中
で
の
企

業
活
動
に
お
い
て
は
「
い
か
に
社
会
や
地
域
の

課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
か
」
が
重
要
だ

と
し
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
は「
社
会
的
価
値
」と
し
て
認
識
さ
れ
、

訴
求
力
を
増
し

て
い
る
と
い
う

こ
と
を
事
例
を

交
え
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、

企
業
は
「
小
さ

な
取
組
で
あ
っ

仕
事
の

【経済産業部】No.7
リサイクルプラント
見学ツアー

～バスでGo! Go! ～

　
暑
さ
真
っ
盛
り
の
8
月
21
日
、
家
電
、
自

動
車
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
の
県
内
大
手
、
拓
南
商

事
株
式
会
社
（
う
る
ま
市
）
へ
の
「
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ン
ト
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
ツ
ア
ー
は
、
環
境
と
経
済
が
両
立
し
た

循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
3
つ
の

頭
文
字
3
R（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）（
R
e
d
u
c
e（
リ

デュー
ス
：
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
）、 R
e
u
s
e

（
リ
ユ
ー
ス
：
再
利
用
）、
R
e
c
y
c
l
e
（
リ

サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）
政
策
の
普
及
・
啓
発

の一環
と
し
て
、一般
の
参
加
者
に
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
企
業
の
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂

く
こ
と
を
目
的
に
昨
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
、
夏
休
み
期
間
中
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
小
学
生
と
父
兄
を
中
心
に
26
名
が
参

加
し
、
活
気
の
あ
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
現
場
担
当
者

の
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
い
解
説
を
参
加
者
が

聞
き
な
が
ら
、
家
電
4
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機
）や
自
動
車
な
ど
が
、

次
々
と
速
や
か
に
分
解
・
分
別
さ
れ
て
い
く
工

程
に
目
を
見
張
る
よ
う
な
見
学
と
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
自
動
車
の
解

体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
乗
用
車
が

模
型
の
よ
う
に
、
軽
々
と
持
ち
上
げ
、
逆
さ
に

さ
れ
、
大
き
な
音
を
立
て
な
が
ら
、
瞬
く
間
に

解
体
さ
れ
る
様
子
に
参
加
者
は
大
変
驚
く
と

と
も
に
熱
心
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、川
上
哲
史
社
長
か
ら
「
参

加
し
た
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
り
、
県
民
の
取
組
と
し
て
広
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
、
琉
球

ガ
ラ
ス
村
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作

し
た
自
動
車
の
サ
イ
ド
ガ
ラ
ス
を
原
料
と
し
た

高
級
感
の
あ
る
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
や
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
再
利
用
し
た
高
強
度
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

シ
ョ
ル
ダ
ー
バッ
グ
な
ど
、
同
社
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
新
た
な
取
組
を
紹
介
し
、
参
加
者

は
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
終
了
後
の
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
工
場
で
実
際
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程

を
学
べ
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思
う
」、「
夏
休

み
の
自
由
研
究
の
題
材
に
も
活
用
で
き
る
良
い

取
組
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
頂
き 広大なプラント内で、家電や自動車等が次々にリサイクルされている

自動車が解体される様子に釘付け

ま
し
た
。

　
環
境
資
源
課
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き

3
R
の
取
組
の
普
及
並
び
に
家
電
や
自
動
車

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　経
済
産
業
部
環
境
資
源
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
5
7

 

與
那
嶺
・
波
照
間

　
沖
縄
は
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
地
・
合
宿
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き

て
お
り
、
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
沖
縄
特
有
の
背
景
に
加
え
、

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業

の
成
長
産
業
化
へ
の
活
動
を
後
押
し
す
べ
く
、

平
成
29
年
度
に
「
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
県
内
外

の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
更
な
る
拡
大
を

目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
親
和
性
の
高
い
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
を
取
り
込
み
、「
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会

（
2
0
1
9
年
5
月
現
在
、
会
員
数
1
1
8

社
）」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま

す
。

　
去
る
8
月

26
日
、
同
協

議
会
の
第
5

回
運
営
会
議

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
の
前

半
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
テ

ン
ツ
の
海
外
輸

出
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の

強
化
な
ど
、

同
協
議
会
の

て
も
、
個
人

の
意
識
変
革

を
起
こ
さ
せ

る
よ
う
な
成

功
事
例
を
広

く
伝
え
て
い

く
こ
と
」「
各

地
域
で
自
治

体
や
他
企
業

と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る

事
例
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
」
で
新
し
い
価
値
の
創
造
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
参
加
者
へ
期
待
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

※

S
D
G
s
：Sustainable D

evelopm
ent 

G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
2
0
1
5
年

9
月
に
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択

　
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
推
進
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
沖
縄
の
ス

ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
更
な
る
発
展
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
会
員
募
集
中
！
　
詳
し
く
は
コ
チ
ラ

https://w
w
w
.okinaw

ashcluster.com
/

　
　
　
　
　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
2
7

（
担
当
：
仲
西
、
上
原
）

仕
事
の

【経済産業部】

スポーツ・ヘルスケア産業の
可能性は無限大！No.6

～沖縄でスポーツ・ヘルスケア産業の裾野拡大を図るために～

協議会の様子

講師の川田氏

講演会の様子
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。
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：
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
）、 R
e
u
s
e

（
リ
ユ
ー
ス
：
再
利
用
）、
R
e
c
y
c
l
e
（
リ

サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）
政
策
の
普
及
・
啓
発

の一環
と
し
て
、一般
の
参
加
者
に
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
企
業
の
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂

く
こ
と
を
目
的
に
昨
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
、
夏
休
み
期
間
中
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
小
学
生
と
父
兄
を
中
心
に
26
名
が
参

加
し
、
活
気
の
あ
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
現
場
担
当
者

の
詳
細
か
つ
分
か
り
や
す
い
解
説
を
参
加
者
が

聞
き
な
が
ら
、
家
電
4
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機
）や
自
動
車
な
ど
が
、

次
々
と
速
や
か
に
分
解
・
分
別
さ
れ
て
い
く
工

程
に
目
を
見
張
る
よ
う
な
見
学
と
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
自
動
車
の
解

体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
乗
用
車
が

模
型
の
よ
う
に
、
軽
々
と
持
ち
上
げ
、
逆
さ
に

さ
れ
、
大
き
な
音
を
立
て
な
が
ら
、
瞬
く
間
に

解
体
さ
れ
る
様
子
に
参
加
者
は
大
変
驚
く
と

と
も
に
熱
心
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、川
上
哲
史
社
長
か
ら
「
参

加
し
た
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
り
、
県
民
の
取
組
と
し
て
広
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
、
琉
球

ガ
ラ
ス
村
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
製
作

し
た
自
動
車
の
サ
イ
ド
ガ
ラ
ス
を
原
料
と
し
た

高
級
感
の
あ
る
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
や
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
再
利
用
し
た
高
強
度
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

シ
ョ
ル
ダ
ー
バッ
グ
な
ど
、
同
社
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
お
け
る
新
た
な
取
組
を
紹
介
し
、
参
加
者

は
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
終
了
後
の
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
工
場
で
実
際
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程

を
学
べ
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思
う
」、「
夏
休

み
の
自
由
研
究
の
題
材
に
も
活
用
で
き
る
良
い

取
組
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
頂
き 広大なプラント内で、家電や自動車等が次々にリサイクルされている

自動車が解体される様子に釘付け

ま
し
た
。

　
環
境
資
源
課
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き

3
R
の
取
組
の
普
及
並
び
に
家
電
や
自
動
車

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　経
済
産
業
部
環
境
資
源
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
5
7

 

與
那
嶺
・
波
照
間

　
沖
縄
は
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
地
・
合
宿
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き

て
お
り
、
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
琉
球

ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
沖
縄
特
有
の
背
景
に
加
え
、

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業

の
成
長
産
業
化
へ
の
活
動
を
後
押
し
す
べ
く
、

平
成
29
年
度
に
「
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
県
内
外

の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
更
な
る
拡
大
を

目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
親
和
性
の
高
い
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
を
取
り
込
み
、「
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会

（
2
0
1
9
年
5
月
現
在
、
会
員
数
1
1
8

社
）」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま

す
。

　
去
る
8
月

26
日
、
同
協

議
会
の
第
5

回
運
営
会
議

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
の
前

半
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
テ

ン
ツ
の
海
外
輸

出
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の

強
化
な
ど
、

同
協
議
会
の

て
も
、
個
人

の
意
識
変
革

を
起
こ
さ
せ

る
よ
う
な
成

功
事
例
を
広

く
伝
え
て
い

く
こ
と
」「
各

地
域
で
自
治

体
や
他
企
業

と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る

事
例
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
」
で
新
し
い
価
値
の
創
造
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
参
加
者
へ
期
待
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

※

S
D
G
s
：Sustainable D

evelopm
ent 

G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
2
0
1
5
年

9
月
に
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択

　
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
推
進
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
沖
縄
の
ス

ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
更
な
る
発
展
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
会
員
募
集
中
！
　
詳
し
く
は
コ
チ
ラ

https://w
w
w
.okinaw

ashcluster.com
/

　
　
　
　
　経
済
産
業
部
　企
画
振
興
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
2
7

（
担
当
：
仲
西
、
上
原
）

仕
事
の

【経済産業部】

スポーツ・ヘルスケア産業の
可能性は無限大！No.6

～沖縄でスポーツ・ヘルスケア産業の裾野拡大を図るために～

協議会の様子

講師の川田氏

講演会の様子
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本
年
度
も
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に

お
け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住

環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
9
月
1
日
〜
30

日
の一ヶ
月
間
を
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
と
し
、〝
元
気
に
乗
船 

無
事
故
で
下
船 

笑
顔
で
帰
宅
の
ゼ
ロ
災
害
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
月
間
中
、
船
員
災
害
防
止
大
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
行
事
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
9
月
2
日
（
月
）
に
、
那
覇
第

2
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
46
回
沖
縄

船
員
災
害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員

労
働
安
全
衛
生
月
間
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
は
約
70
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
家
族
も一体
と
な
って
船

員
災
害
・
疾
病
の
減
少
目
標
の
達
成
を
目

指
す
こ
と
を
誓
っ
た
大
会
宣
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、「（一
社
）
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

沖
縄
支
部
」
の
島
仲 

ル
ミ
子
さ
ん
に
よ
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

〜

セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

参
加
者
同
士
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
会
場
に
は
作
業
用
救
命
衣
、

救
命
浮
環
な
ど
、
船
員
の
保
護
具
の
展
示

場
も
設
け
ら
れ
、
年
々
高
機
能
に
な
って
い

く
保
護
具
に
参
加
者
の
関
心
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
月
間
中
に
は
訪
船
指

導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
船
員
は
長
期
間
に

渡
り
特
殊
な
環
境
で
働
く
た
め
、
船
内
の

安
全
・
衛
生
環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
訪
船
指
導
員
が
県
内

各
港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面

と
し
て
海
中
転
落
事
故
の
防
止
措
置
や
床

面
な
ど
の
転
倒
防
止
の
た
め
の
安
全
措

置
、
衛
生
面
と
し
て
飲
料
水
の
管
理
状
況

や
医
薬
品
の
備
付
け
状
況
な
ど
の
点
検
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　運
輸
部
船
舶
船
員
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
3
8

仕
事
の

【運輸部】

No.9令和元年度
船員労働安全衛生月間の実施

～元気に乗船 無事故で下船 笑顔で帰宅のゼロ災害～

島仲氏による講演

大会風景

出前講座の様子

　
自
動
車
は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
係
し

て
お
り
、
自
動
車
を
安
全
か
つ
快
適
に
、ま
た
、

環
境
に
や
さ
し
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、
自
動

車
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
仕
事

に
携
わ
る
自
動
車
整
備
要
員
の
社
会
的
役
割

は
益
々
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
全
国
的
に
少
子
化
や
若

者
の
ク
ル
マ
離
れ
の
進
展
、
将
来
選
択
肢
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
整
備
士
を
目
指

す
若
者
が
激
減
す
る一方
で
、
整
備
要
員
の
高

齢
化
が
進
展
し
、
近
い
将
来
、
人
材
不
足
が

顕
在
化
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、（一社
）
沖
縄
県
自
動
車
整
備

振
興
会（
以
下
、「
沖
整
振
」と
い
う
。）で
は「
自

動
車
整
備
士
人
材
確
保
・
育
成
地
方
連
絡
会
」

を
平
成
27
年
に
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
中
高
生
を
対
象

と
し
た
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
な

ど
の
活
動
を
行
って
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局

が
関
わ
る
取
り
組
み
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま

す
。

　
当
局
が
中
心
と
な
って
、
平
成
２６
年
度
か
ら

高
等
学
校
訪
問
を
開
始
し
、
校
長
や
進
路
指

導
の
教
諭
に
対
し
て
、
自
動
車
整
備
の
仕
事

の
社
会
的
重
要
性
、
自
動
車
社
会
の
安
全･

安
心
を
支
え
る
自
動
車
整
備
士
の
社
会
的
貢

献
度
の
高
さ
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
お
け

る
将
来
性
を
P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動

車
整
備
の
仕
事
へ
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

高
校
生
が
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
就
職
す
る

機
会
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
沖
整
振
で
は
、
人
材
確
保
に
は
各
事
業
場

に
お
け
る
職
場
環
境
の
改
善
が
必
要
と
の
観
点

か
ら
、
平
成
30
年
11
月
の
指
定
自
動
車
整
備

事
業
場
管
理
責
任
者
講
習
会
に
お
い
て
、
従

業
員
満
足
度
に
詳
し
い
外
部
講
師
に
よ
る
講
話

を
実
施
し
、
当
局
か
ら
も
同
講
習
会
へ
講
師
と

し
て
担
当
官
を
派
遣
し
ま
し
た
。

仕
事
の

【運輸部】

自動車整備人材確保・
育成に係る

取り組みについて
No.8

①
自
動
車
整
備
に
係
る
P
R
の
た
め
の

　高
等
学
校
訪
問

②
職
場
環
境
改
善
に
係
る
講
話
等

③
高
等
学
校
訪
問
か
ら
展
開
し
た

　出
前
講
座
の
実
施

　
当
局
で
は
、
従
来
実
施
し
て
い
る
高
等
学

校
訪
問
に
加
え
、
更
な
る
人
材
確
保
・
育
成

の
推
進
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
15
日

に
中
部
農
林
高
等
学
校
2
年
生
（
34
名
）
に

対
し
て
自
動
車
整
備
に
関
す
る
出
前
講
座
を

県
内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
前
講
座
で
は
、
沖
整
振
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
学
院
及
び
O
T
M
グ
ル
ー
プ

（
沖
縄
県
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
）
の
協
力
を
得
て
、

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
自

動
車
整
備
士
の
仕
事
紹
介
を
行
い
、
生
徒
達

は
楽
し
み
な
が
ら
自
動
車
整
備
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
自
動
車
整
備
人
材
確
保
・
育

成
に
係
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

高等学校訪問実績
年　　度

令和元年度

平成 26～ 30年度

合　計

訪　問　高　校　数

12 校

60校

のべ　72校（県内の高等学校数は 66校）

　陸
運
事
務
所
整
備
部
門

☎
0
9
8
ー
8
7
5
ー
0
3
0
0
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本
年
度
も
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に

お
け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住

環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
9
月
1
日
〜
30

日
の一ヶ
月
間
を
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
と
し
、〝
元
気
に
乗
船 

無
事
故
で
下
船 

笑
顔
で
帰
宅
の
ゼ
ロ
災
害
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
月
間
中
、
船
員
災
害
防
止
大
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
行
事
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
9
月
2
日
（
月
）
に
、
那
覇
第

2
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
46
回
沖
縄

船
員
災
害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員

労
働
安
全
衛
生
月
間
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
は
約
70
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
家
族
も一体
と
な
って
船

員
災
害
・
疾
病
の
減
少
目
標
の
達
成
を
目

指
す
こ
と
を
誓
っ
た
大
会
宣
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、「（一
社
）
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

沖
縄
支
部
」
の
島
仲 

ル
ミ
子
さ
ん
に
よ
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

〜

セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

参
加
者
同
士
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
会
場
に
は
作
業
用
救
命
衣
、

救
命
浮
環
な
ど
、
船
員
の
保
護
具
の
展
示

場
も
設
け
ら
れ
、
年
々
高
機
能
に
な
って
い

く
保
護
具
に
参
加
者
の
関
心
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
月
間
中
に
は
訪
船
指

導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
船
員
は
長
期
間
に

渡
り
特
殊
な
環
境
で
働
く
た
め
、
船
内
の

安
全
・
衛
生
環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
訪
船
指
導
員
が
県
内

各
港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面

と
し
て
海
中
転
落
事
故
の
防
止
措
置
や
床

面
な
ど
の
転
倒
防
止
の
た
め
の
安
全
措

置
、
衛
生
面
と
し
て
飲
料
水
の
管
理
状
況

や
医
薬
品
の
備
付
け
状
況
な
ど
の
点
検
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　運
輸
部
船
舶
船
員
課
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仕
事
の

【運輸部】

No.9令和元年度
船員労働安全衛生月間の実施

～元気に乗船 無事故で下船 笑顔で帰宅のゼロ災害～

島仲氏による講演

大会風景

出前講座の様子

　
自
動
車
は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
係
し

て
お
り
、
自
動
車
を
安
全
か
つ
快
適
に
、ま
た
、

環
境
に
や
さ
し
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、
自
動

車
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
仕
事

に
携
わ
る
自
動
車
整
備
要
員
の
社
会
的
役
割

は
益
々
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
全
国
的
に
少
子
化
や
若

者
の
ク
ル
マ
離
れ
の
進
展
、
将
来
選
択
肢
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
整
備
士
を
目
指

す
若
者
が
激
減
す
る一方
で
、
整
備
要
員
の
高

齢
化
が
進
展
し
、
近
い
将
来
、
人
材
不
足
が

顕
在
化
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、（一社
）
沖
縄
県
自
動
車
整
備

振
興
会（
以
下
、「
沖
整
振
」と
い
う
。）で
は「
自

動
車
整
備
士
人
材
確
保
・
育
成
地
方
連
絡
会
」

を
平
成
27
年
に
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
中
高
生
を
対
象

と
し
た
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
な

ど
の
活
動
を
行
って
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局

が
関
わ
る
取
り
組
み
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま

す
。

　
当
局
が
中
心
と
な
って
、
平
成
２６
年
度
か
ら

高
等
学
校
訪
問
を
開
始
し
、
校
長
や
進
路
指

導
の
教
諭
に
対
し
て
、
自
動
車
整
備
の
仕
事

の
社
会
的
重
要
性
、
自
動
車
社
会
の
安
全･

安
心
を
支
え
る
自
動
車
整
備
士
の
社
会
的
貢

献
度
の
高
さ
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
お
け

る
将
来
性
を
P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動

車
整
備
の
仕
事
へ
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

高
校
生
が
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
就
職
す
る

機
会
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
沖
整
振
で
は
、
人
材
確
保
に
は
各
事
業
場

に
お
け
る
職
場
環
境
の
改
善
が
必
要
と
の
観
点

か
ら
、
平
成
30
年
11
月
の
指
定
自
動
車
整
備

事
業
場
管
理
責
任
者
講
習
会
に
お
い
て
、
従

業
員
満
足
度
に
詳
し
い
外
部
講
師
に
よ
る
講
話

を
実
施
し
、
当
局
か
ら
も
同
講
習
会
へ
講
師
と

し
て
担
当
官
を
派
遣
し
ま
し
た
。

仕
事
の

【運輸部】

自動車整備人材確保・
育成に係る

取り組みについて
No.8

①
自
動
車
整
備
に
係
る
P
R
の
た
め
の

　高
等
学
校
訪
問

②
職
場
環
境
改
善
に
係
る
講
話
等

③
高
等
学
校
訪
問
か
ら
展
開
し
た

　出
前
講
座
の
実
施

　
当
局
で
は
、
従
来
実
施
し
て
い
る
高
等
学

校
訪
問
に
加
え
、
更
な
る
人
材
確
保
・
育
成

の
推
進
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
15
日

に
中
部
農
林
高
等
学
校
2
年
生
（
34
名
）
に

対
し
て
自
動
車
整
備
に
関
す
る
出
前
講
座
を

県
内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
前
講
座
で
は
、
沖
整
振
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
学
院
及
び
O
T
M
グ
ル
ー
プ

（
沖
縄
県
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
）
の
協
力
を
得
て
、

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
自

動
車
整
備
士
の
仕
事
紹
介
を
行
い
、
生
徒
達

は
楽
し
み
な
が
ら
自
動
車
整
備
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
自
動
車
整
備
人
材
確
保
・
育

成
に
係
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

高等学校訪問実績
年　　度

令和元年度

平成 26～ 30年度

合　計

訪　問　高　校　数

12 校

60校

のべ　72校（県内の高等学校数は 66校）

　陸
運
事
務
所
整
備
部
門

☎
0
9
8
ー
8
7
5
ー
0
3
0
0
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　四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い
て
、

船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国
民
生
活
及
び

経
済
活
動
並
び
に
観
光
振
興
等
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
、
今
後
の
安
定
的
な

海
上
輸
送
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
海
上

輸
送
を
担
う
人
的
基
盤
た
る
船
員
の
安
定
し

た
確
保
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
特
に
船

員
供
給
源
が
国
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
内
航

海
運
に
お
い
て
は
、
年
齢
構
成
を
見
る
と
50
歳

以
上
の
割
合
が
5
割
程
度
と
高
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
、
数
年
後
に
は
船
員
不
足
が
生
じ
る

と
予
測
さ
れ
、
海
上
輸
送
を
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
若
年
内
航
船
員
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
に
な
って
い
ま
す
。

　沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
な
傾
向

が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・

育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員
の
仕
事

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
り
、
将
来
、
内

航
船
員
の
職
業
を
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
、

段
階
に
応
じ
た
各
種
取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　就
職
選
択
段
階
の
高
校
生
に
対
し
て
は
夏

休
み
期
間
の
7
月
22
日
〜
8
月
24
日
に
沖
縄

水
産
高
校
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
、
八
重
山

商
工
高
校
及
び
八
重
山
農
林
高
校
の
生
徒
を

対
象
に
県
内
の
内
航
船
（
貨
物
船
、
旅
客
フェ

リ
ー
な
ど
）で
「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　進
路
選
択
段
階
の
中
学
生
に
対
し
て
は
同

じ
く
夏
休
み
期
間
の
8
月
6
日
に
沖
縄
水
産

高
校
及
び
実
習
船「
海
邦
丸
五
世
」に
お
い
て
、

県
内
の
中
学
生
、
保
護
者
及
び
教
師
な
ど
を

対
象
に
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
説
明
、
実
習

船
「
海
邦
丸
五
世
」
の
見
学
、
将
来
の
沖
縄

を
担
う
船
員
に
な
る
た
め
に
県
内
の
水
産
高
校

で
ど
の
よ
う
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
な
ど
の
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　今
後
と
も
、
若
年
内
航
船
員
の
人
材
確
保
・

育
成
に
関
す
る
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　運
輸
部
船
舶
船
員
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
3
8

仕
事
の

【運輸部】

No.10

就業体験（航海機器の説明） 就業体験（航海日誌の確認）

体験学習（船内見学） 体験学習（学校案内）

将来の船員確保・育成のために
就業体験、体験学習を実施

沖縄海事産業人材確保・育成推進協議会（事務局：沖縄総合事務局運輸部）は、
若年内航船員の人材確保・育成のため、就職選択段階の高校生、進路選択段階の中学生、

各段階に応じたバリエーションのある取組を行っております。
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　四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い
て
、

船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国
民
生
活
及
び

経
済
活
動
並
び
に
観
光
振
興
等
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
、
今
後
の
安
定
的
な

海
上
輸
送
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
海
上

輸
送
を
担
う
人
的
基
盤
た
る
船
員
の
安
定
し

た
確
保
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
特
に
船

員
供
給
源
が
国
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
内
航

海
運
に
お
い
て
は
、
年
齢
構
成
を
見
る
と
50
歳

以
上
の
割
合
が
5
割
程
度
と
高
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
、
数
年
後
に
は
船
員
不
足
が
生
じ
る

と
予
測
さ
れ
、
海
上
輸
送
を
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
若
年
内
航
船
員
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
に
な
って
い
ま
す
。

　沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
な
傾
向

が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・

育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員
の
仕
事

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
り
、
将
来
、
内

航
船
員
の
職
業
を
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
、

段
階
に
応
じ
た
各
種
取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　就
職
選
択
段
階
の
高
校
生
に
対
し
て
は
夏

休
み
期
間
の
7
月
22
日
〜
8
月
24
日
に
沖
縄

水
産
高
校
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
、
八
重
山

商
工
高
校
及
び
八
重
山
農
林
高
校
の
生
徒
を

対
象
に
県
内
の
内
航
船
（
貨
物
船
、
旅
客
フェ

リ
ー
な
ど
）で
「
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　進
路
選
択
段
階
の
中
学
生
に
対
し
て
は
同

じ
く
夏
休
み
期
間
の
8
月
6
日
に
沖
縄
水
産

高
校
及
び
実
習
船「
海
邦
丸
五
世
」に
お
い
て
、

県
内
の
中
学
生
、
保
護
者
及
び
教
師
な
ど
を

対
象
に
船
員
の
仕
事
に
つ
い
て
の
説
明
、
実
習

船
「
海
邦
丸
五
世
」
の
見
学
、
将
来
の
沖
縄

を
担
う
船
員
に
な
る
た
め
に
県
内
の
水
産
高
校

で
ど
の
よ
う
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
な
ど
の
「
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　今
後
と
も
、
若
年
内
航
船
員
の
人
材
確
保
・

育
成
に
関
す
る
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　運
輸
部
船
舶
船
員
課

☎
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9
8
ー
8
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6
ー
1
8
3
8

仕
事
の

【運輸部】

No.10

就業体験（航海機器の説明） 就業体験（航海日誌の確認）

体験学習（船内見学） 体験学習（学校案内）

将来の船員確保・育成のために
就業体験、体験学習を実施

沖縄海事産業人材確保・育成推進協議会（事務局：沖縄総合事務局運輸部）は、
若年内航船員の人材確保・育成のため、就職選択段階の高校生、進路選択段階の中学生、

各段階に応じたバリエーションのある取組を行っております。
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詳しくは… 農業者年金基金 https://www.nounen.go.jp検索

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

農 業 者 年 金

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります

終身年金で安心！
農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会か JA または農業者
年金基金にお問い合わせください。

●支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
●保険料の運用益が非課税　　　 ●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

独立行政法人 農業者年金基金 JA おきなわ
●相談員
TEL：03-3502-3199

●本店組織活性部
TEL：098-831-5157

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助が
あります

　認定農業者で青色申告している方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を満たす
方には、保険料の国庫補助（月額 2万円の保険料のうち最高 1万円、通算すると最大で 216万円）があります。
　この国庫補助は、経営継承など一定の要件を満たせば、将来特例付加年金として受給できます。また、経営継承
の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

※上のケースは、通常加入で保険料月額 2万円で加入し、65歳までの運用利回りが 2.5％、65歳以降の予定利率が 0.35％となった場合の試算です。
　受給総額は 65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性 86.5 歳、女性 92歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の 16年間（平成 29年度まで）の運用利回りの平均は、年率 2.89％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和元年度は 0.35%となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間 60日以上農業に従事し、国民年金第 1号被保険者（保険料免除者を除く。）である 60歳未満の
方が加入できます。
　高齢農家世帯の家計費は、月額約 23～ 24万円というデータがあります。

　国民年金の支給額は、最大で一人あたり月約 6 万 5 千円。これを夫婦でもらっても毎月 10 万円の赤字ですので、
　国民年金の上乗せ年金として農業者年金に加入しましょう。
②農業者年金は、積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い。
　農業者年金は、経営状況や老後の生活設計に応じて、保険料を加入後いつでも月 2 万円～ 6 万 7 千円の範囲で、
千円単位で変更でき、年払いもできます。また、途中で脱退・再加入もできます。なお、脱退した場合、払った保
険料は年金を受給するまで運用し続け、加入期間に関わらず、年金として受給できます。（脱退一時金はありません。）

死亡一時金もあり安心
　80 歳前に死亡した場合には、80 歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として遺族が受け
取れます。　※加入期間等により払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

ポイント

2

ポイント

3

試算表 農業者年金に加入すれば～　農業者年金の受給額の試算

加入年齢

20 歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

960万円
720万円
480万円
240万円

77万円
51万円
30万円
13万円

65万円
43万円
25万円
11万円

1,645 万円
1,092 万円
646万円
288万円

1,742 万円
1,156 万円
684万円
305万円

納付期間 年金額（年額）
男性 男性女性 女性

想定される受給総額保険料
納付総額

令和元年度
国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ

● 公 示 日（予定） 　令和元年 11月 19日（火）
● 受付期間（予定） 　令和元年 12月 9 日（月）午前 9時～12月 20日（金）午後 5時まで
● 開 札 日（予定） 　令和2年 1 月 24日（金）午前 10時から

沖縄総合事務局 財務部 統括国有財産管理官
電話 098-866-0097（担当：秋元・大嶺・新城）
那覇市おもろまち 2丁目 1番 1号
那覇第 2地方合同庁舎 2号館 10階

① 個人・法人どなたでも参加できます。
② 一般競争入札は郵送（必着）又は持参による受付となります。
③ 一般競争入札に参加するには入札金額（最低売却価格ではない）の 5％以上の入札保証金が必要です。

那覇市字国場
勝良股原667番32

所　　在　　地

那覇市字小禄
泉原1632番4

浦添市前田一丁目
1508番1　外1筆

沖縄市登川三丁目
2504番10　外1筆

豊見城市字平良
大城原240番198

物件
番号

登記地目
（種目等） 面　積 坪　数 最低売却

価格

宅地
（宅地）

雑種地
（宅地）

原野
（宅地）

宅地
（宅地）

宅地
（宅地）

0101

0102

0103

0104

0105

64.21 ㎡

341.60 ㎡

123.22 ㎡

81.97 ㎡

1,280.42 ㎡

約 19坪

約 103坪

約 37坪

約 25坪

約 388坪

公表予定

公表予定

公表予定

公表予定

公表予定

第一種中高層
住居専用地域
60%/200%

用途地域
建ぺい率/容積率

第一種低層
住居専用地域
50%/100%

第二種住居地域
60%/200%

都市計画区域内
（指定なし）
70%/200%

第一種低層
住居専用地域
50%/100%

入札に関する詳細は
右記までお問い合わせ
下さい。

http://www.ogb.go.jp/zaimu/
ホームページアドレス

https://www.kokuyuzaisan.mof.go.jp/info/
入札情報を随時発信するメールマガジンへの登録は

沖縄総合事務局　国有財産 検索 国有財産　メルマガ 検索

※上記の公示日、受付期間、開札日及び入札物件などは、変更・取りやめになる場合があります。

最低売却価格以上で、かつ最高金額の入札をした方にお売りします。
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詳しくは… 農業者年金基金 https://www.nounen.go.jp検索

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

農 業 者 年 金

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります

終身年金で安心！
農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会か JA または農業者
年金基金にお問い合わせください。

●支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
●保険料の運用益が非課税　　　 ●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

独立行政法人 農業者年金基金 JA おきなわ
●相談員
TEL：03-3502-3199

●本店組織活性部
TEL：098-831-5157

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助が
あります

　認定農業者で青色申告している方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を満たす
方には、保険料の国庫補助（月額 2万円の保険料のうち最高 1万円、通算すると最大で 216万円）があります。
　この国庫補助は、経営継承など一定の要件を満たせば、将来特例付加年金として受給できます。また、経営継承
の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

※上のケースは、通常加入で保険料月額 2万円で加入し、65歳までの運用利回りが 2.5％、65歳以降の予定利率が 0.35％となった場合の試算です。
　受給総額は 65歳での農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮し、男性 86.5 歳、女性 92歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の 16年間（平成 29年度まで）の運用利回りの平均は、年率 2.89％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和元年度は 0.35%となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間 60日以上農業に従事し、国民年金第 1号被保険者（保険料免除者を除く。）である 60歳未満の
方が加入できます。
　高齢農家世帯の家計費は、月額約 23～ 24万円というデータがあります。

　国民年金の支給額は、最大で一人あたり月約 6 万 5 千円。これを夫婦でもらっても毎月 10 万円の赤字ですので、
　国民年金の上乗せ年金として農業者年金に加入しましょう。
②農業者年金は、積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い。
　農業者年金は、経営状況や老後の生活設計に応じて、保険料を加入後いつでも月 2 万円～ 6 万 7 千円の範囲で、
千円単位で変更でき、年払いもできます。また、途中で脱退・再加入もできます。なお、脱退した場合、払った保
険料は年金を受給するまで運用し続け、加入期間に関わらず、年金として受給できます。（脱退一時金はありません。）

死亡一時金もあり安心
　80 歳前に死亡した場合には、80 歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として遺族が受け
取れます。　※加入期間等により払込額を下回る場合があります。
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１

ポイント
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ポイント

3

試算表 農業者年金に加入すれば～　農業者年金の受給額の試算

加入年齢

20 歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

960万円
720万円
480万円
240万円

77万円
51万円
30万円
13万円

65万円
43万円
25万円
11万円

1,645 万円
1,092 万円
646万円
288万円

1,742 万円
1,156 万円
684万円
305万円

納付期間 年金額（年額）
男性 男性女性 女性

想定される受給総額保険料
納付総額

令和元年度
国有財産一般競争入札（期間入札）のお知らせ

● 公 示 日（予定） 　令和元年 11月 19日（火）
● 受付期間（予定） 　令和元年 12月 9 日（月）午前 9時～12月 20日（金）午後 5時まで
● 開 札 日（予定） 　令和2年 1 月 24日（金）午前 10時から

沖縄総合事務局 財務部 統括国有財産管理官
電話 098-866-0097（担当：秋元・大嶺・新城）
那覇市おもろまち 2丁目 1番 1号
那覇第 2地方合同庁舎 2号館 10階

① 個人・法人どなたでも参加できます。
② 一般競争入札は郵送（必着）又は持参による受付となります。
③ 一般競争入札に参加するには入札金額（最低売却価格ではない）の 5％以上の入札保証金が必要です。

那覇市字国場
勝良股原667番32

所　　在　　地

那覇市字小禄
泉原1632番4

浦添市前田一丁目
1508番1　外1筆

沖縄市登川三丁目
2504番10　外1筆

豊見城市字平良
大城原240番198

物件
番号

登記地目
（種目等） 面　積 坪　数 最低売却

価格

宅地
（宅地）

雑種地
（宅地）

原野
（宅地）

宅地
（宅地）

宅地
（宅地）

0101

0102

0103

0104

0105

64.21 ㎡

341.60 ㎡

123.22 ㎡

81.97 ㎡

1,280.42 ㎡

約 19坪

約 103坪

約 37坪

約 25坪

約 388坪

公表予定

公表予定

公表予定

公表予定

公表予定

第一種中高層
住居専用地域
60%/200%

用途地域
建ぺい率/容積率

第一種低層
住居専用地域
50%/100%

第二種住居地域
60%/200%

都市計画区域内
（指定なし）
70%/200%

第一種低層
住居専用地域
50%/100%

入札に関する詳細は
右記までお問い合わせ
下さい。

http://www.ogb.go.jp/zaimu/
ホームページアドレス

https://www.kokuyuzaisan.mof.go.jp/info/
入札情報を随時発信するメールマガジンへの登録は

沖縄総合事務局　国有財産 検索 国有財産　メルマガ 検索

※上記の公示日、受付期間、開札日及び入札物件などは、変更・取りやめになる場合があります。

最低売却価格以上で、かつ最高金額の入札をした方にお売りします。
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